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は
じ
め
に

我
々
人
類
の
生
活
環
境
は
、
二
〇
世
紀
終
盤
の
急
激
な
通
信
網
の
発
達
を
う
け
て
、
様
々
な
情
報
を
素
早
く
発
信
、
配
信
、
受
信
で
き

る
文
明
社
会
へ
と
変
化
し
た
。
そ
し
て
、
我
々
の
次
世
代
の
文
明
の
礎
と
な
る
先
端
技
術
の
開
発
・
研
究
は
、
例
え
ば
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
の
発
掘
、
無
人
探
査
機
の
惑
星
間
往
復
航
行
の
成
功
、
身
体
障
害
者
の
た
め
の
自
立
支
援

１
）

装
置
、
再
生
医
療
を
含
む
生
命
の
研
究
お
よ
び

救
命
技
術
の

２
）

向
上
、
そ
し
て
新
世
代
の
イ
ン
フ
ラ

３
）

整
備
な
ど
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
未
知
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
研
究
が
す
す
め
ら
れ
た

結
果
、
次
々
と
現
実
の
も
の
と
な
り
、
我
々
の
生
活
に
反
映
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
急
激
な
文
明
の
発
展
は
、
一
方
で
、
先
進

国
が
少
子
化
問
題
を
抱
え
て
人
口
、
消
費
、
経
済
力
を
減
少
、
停
滞
、
低
下
さ
せ
る
よ
う
な
現
象
を
招
き
、
他
方
で
、
先
進
国
の
安
価
な

労
働
力
市
場
だ
っ
た
新
興
国
が
、
文
明
の
発
展
に
従
い
人
口
を
増
や
し
、
消
費
力
を
増
加
し
、
こ
れ
に
伴
う
よ
う
に
強
い
経
済
力
を
備
え

て
き
て
い
る
。
い
わ
ば
、
国
家
間
の
経
済
的
格
差
は
、
無
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
逆
転
し
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
急

激
な
文
明
・
経
済
の
発
展
に
追
従
す
る
か
の
よ
う
に
地
球
の
自
然
環
境
が
惑
星
規
模
で
急
激
に
変
化
し
て
お
り
、
我
々
は
、
太
陽
系
探
査

を
可
能
に
し
た
先
端
技
術
を
も
っ
て
し
て
も
予
測
不
能
な
自
然
災
害
へ
の
備
え
に
苦
慮
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
加
え
て
、
70
億
人
を

超
え
て
な
お
増
加
し
続
け
る
地
球
の
総
人
口
、
食
糧
不
足
、
化
石
燃
料
の
枯
渇
、
国
家
間
の
軍
事
挑
発
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ
兵
器
等

の
大
量
破
壊
兵
器
の
開
発
な
ど
、
人
類
滅
亡
に
つ
な
が
る
事
柄
も
進
行
し
て
お
り
、
我
々
地
球
に
住
ま
う
人
々
は
、
自
然
的
、
日
常
的
、

か
つ
人
工
的
、
直
接
的
、
間
接
的
な
要
因
に
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
脅
威
と
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

記
憶
に
新
し
い
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
の
東
日
本
大
震
災
は
、
我
々
の
文
明
レ
ベ
ル
と
危
機
対
応
能
力
の
貧
弱
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ

る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
我
々
は
、
文
明
の
発
展
の
恩
恵
か
ら
、
こ
の
未
曾
有
の
災
害
の
脅
威
を
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
映
像
で
世
界
に
向

け
て
発
信
し
、
さ
ら
に
、
民
間
人
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
投
稿
し
た
動
画
な
ど
を
通
じ
て
、
局
地
の
被
災
状
況
を
即
座
に
知
る
こ
と
が
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で
き
た
。
し
か
し
、
情
報
発
信
の
設
備
等
を
破
壊
さ
れ
た
場
所
で
は
、
地
方
新
聞
社
職
員
た
ち
の
手
書
き
に
よ
る
壁
新
聞
、
地
表
に
大
き

く
書
か
れ
た
救
援
要
請
の
文
字
、
ま
た
は
人
伝
え
に
よ
る
〞
伝
言
〝
な
ど
が
用
い
ら
れ
、
当
時
の
我
々
は
こ
の
よ
う
な
従
来
か
ら
存
在
す

る
身
近
な
方
法
で
得
た
情
報
に
よ
り
状
況
を
知
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
こ
の
経
験
か
ら
、
筆
者
は
、
識
字
率
が
一
〇
〇
％
と
い
わ
れ
る
日

本
人
で
あ
り
な
が
ら
も
、
正
し
く
、
か
つ
捏
造
さ
れ
て
い
な
い
真
実
の
情
報
を
得
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
共
通
の
こ
と
ば
の
重
要
性

を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
の
で

４
）

あ
る
。

筆
者
の
住
む
日
本
国
は
、
憲
法
一
〇
条
に
基
づ
く
国
籍
法
に
よ
っ
て
日
本
人
を
定
義
し
、
普
遍
的
に
日
本
語
を
国
語
と
す
る
単
一
民
族

国
家
で

５
）

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
の
日
本
国
は
、
一
方
で
、
国
民
の
経
済
格
差
の
拡
大
、
新
生
児
出
生
率
の
低
下
、
出
生
率
減
少
に
伴

う
人
口
の
減
少
、
燃
料
・
鉱
物
資
源
の
確
保
、
お
よ
び
領
土
問
題
な
ど
幅
広
い
分
野
で
悩
ま
さ
れ
、
他
方
で
、
在
日
外
国
人
の
選
挙
権
、

人
員
不
足
に
よ
る
外
国
人
看
護
師
の
採
用
、
日
本
人
へ
の
帰
化
、
在
留
期
限
切
れ
の
子
ど
も
の
扱
い
、
難
民
の
扱
い
、
お
よ
び
外
国
人
に

よ
る
水
源
地
の
購
入
な
ど
、
外
国
人
を
当
事
者
に
し
た
解
決
策
の
見
え
な
い
心
配
事
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
増
え
て
き
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

二
〇
〇
九
年
に
は
、
一
五
年
以
上
不
法
滞
在
を
続
け
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
夫
婦
と
日
本
の
公
立
中
学
校
に
就
学
し
て
い
た
夫
婦
の
子
ど
も

に
対
す
る
入
管
法
違
反
に
よ
る
逮
捕
・
強
制
送
還
の
事
件
が
あ
り
、
特
に
、
日
本
で
生
ま
れ
育
っ
た
た
め
に
両
親
の
故
郷
の
言
語
を
知
ら

ず
同
世
代
の
日
本
人
と
同
等
の
日
本
語
能
力
の
み
を
備
え
た
子
ど
も
の
処
遇
が
大
き
な
話
題
に
な

６
）

っ
た
。

そ
も
そ
も
、
地
球
上
で
確
認
さ
れ
て
い
る
言
語
は
、
国
家
数
よ
り
も
は
る
か
に
多
く
て
、
六
五
〇
〇
以
上
も
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
各
地

域
・
国
家
特
有
の
文
化
お
よ
び
文
明
に
応
じ
た
特
色
あ
る
言
語
は
、
日
本
の
よ
う
に
法
律
の
条
文
に
「

７
）

国
語
」・「
日

８
）

本
語
」
と
い
う
表
記
を

用
い
て
い
る
、
あ
る
い
は
公
用
語
を
定
め
て
法
定
さ
れ
た
言
語
を
中
心
に
用
い
て
い
る
と
い
う
地
域
・
国
家
は
少
な
く
な
い
。
と
こ
ろ
が
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、
国
内
で
三
〇
〇
以
上
も
の
使
用
言
語
が
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
公
用
語
が
連
邦
法
で
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
憲
法
を
含
め
た
法
律
・
ル
ー
ル
は
、
英
語
で
条
文
化
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
伴
い
英
語
が
必
須
の
共
通
語
と
し
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て
用
い
ら
れ
て

９
）

き
た
。
そ
こ
で
二
〇
一
一
年
一
二
月
二
日
に
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
司
法
省
公
民
権
課
は
、
連
邦
教
育
省
公
民
権
局
（
Ｏ
Ｃ
Ｒ
）

と
の
間
で
、
公
教
育
の
機
会
に
お
け
る
差
別
が
、
人
種
、
出
身
国
・
民
族
、
性
、
宗
教
、
障
害
者
、
そ
し
て
英
語
を
学
ぶ
生
徒
・
学
生
別

に
存
在
す
る
と
の
認
識
に
基
づ
き
、
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
四
条
、
一
九
六
四
年
公
民
権
法
第
四
編
、
同
法
第
六
編
、
お
よ
び
最
新
の
判

例
法
の
枠
組
み
に
従
っ
て
教
育
制
度
に
お
け
る
多
様
性
の
維
持
か
つ
孤
立
し
な
い
自
発
的
な
取
り
組
み
を
一
緒
に
追
跡
し
て
い
く
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
結

（
10
）

ん
だ
。
つ
ま
り
、
今
日
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
英
語
能
力
は
、
市
民
権
獲
得
の
必
須
条
件
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
言
語
は
、
憲

法
の
精
神
に
基
づ
き
国
家
を
統
治
し
て
、
基
本
的
人
権
の
保
障
を
実
現
す
る
た
め
の
最
も
大
切
な
要
素
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。と

こ
ろ
で
、
本
研
究
は
、
文
明
と
先
端
技
術
の
発
展
に
伴
い
、
物
語
に
出
て
く
る
仮
想
や
空
想
の
世
界
の
科
学
技
術
・
製
品
の
実
現
が

現
実
味
を
帯
び
て
き
た
こ
と
を
う
け
て
、
仮
に
将
来
こ
の
よ
う
な
技
術
や
製
品
が
実
現
し
た
場
合
、﹇
人
﹈
と
﹇
モ
ノ
﹈
と
の
区
別
が
あ
い

ま
い
に
な
り
、
結
果
的
に
憲
法
に
基
づ
く
基
本
的
人
権
の
保
障
の
範
囲
が
変
化
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
ま
ず
、
基
本
的
な
部
分
と

し
て
法
が
﹇
人
﹈
を
見
分
け
る
基
本
要
素
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
と
考
え
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。
本
研
究

が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
研
究
対
象
国
と
し
た
理
由
は
、
憲
法
保
障
と
学
校
教
育
に
関
す
る
問
題
が
、﹇
基
本
的
人
権
と
差
別
﹈と
い
う
よ
り

も
﹇
連
邦
資
金
投
入
と
利
用
対
象
違
い
﹈
の
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
で
、
日
本
で
は
取
り
扱
わ
れ
な
い
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
が
数
多
く

存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
憲
法
と
教
育
の
自
由
お
よ
び
権
利
の
問
題
に
注
目
し
て
ア
メ
リ
カ
の
法
律
問
題
の
検
討

を
進
め
た
と
こ
ろ
、
教
育
法
レ
ベ
ル
で
は
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
の
実
施
、
も
し
く
は
不
法
滞
在
者
や
新
移
民
の
生
徒
が
公
教
育
に
お
い

て
母
国
語
に
基
づ
き
異
な
る
取
り
扱
い
を
う
け
て
い
る
こ
と
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
初
こ

の
問
題
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
準
じ
て
外
国
人
の
人
権
問
題
や
国
籍
条
項
の
問
題
と
し
て
取
り
扱
う
べ
き
か
ど
う
か

決
め
か
ね
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、〞
こ
と
ば
〝を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
、
お
よ
び
公
教
育
の
登
場
経
緯
の
検
討
を
進
め
て
い
く
に
つ
れ
、
一
般
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的
に
〞
こ
と
ば
〝
は
、
生
ま
れ
た
環
境
で
自
然
に
習
得
し
て
い
く
〞
母
語
〝、
教
育
機
関
に
お
い
て
習
得
し
て
い
く
〞
母
国
語
〝、
お
よ
び

〞
外
国
語
〝
が
あ
り
、
母
語
は
自
然
に
学
ぶ
も
の
で
原
理
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
付
い
た
か
ら
で

11
）

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
に
連
邦
最
高
裁
判
所
が
扱
っ
た
言
語
と
学
校
教
育
に
関
す
る
事
件
を
探
し
た
と
こ
ろ
、

修
正
第
一
四
条
に
含
ま
れ
る
自
由
権
に
関
連
し
て
、
外
国
語
の
授
業
を
禁
止
す
る
州
法
が
合
衆
国
憲
法
違
反
で
あ
る
と
判
示
し
た
一
九
二

三
年M

ey
er

事
件

12
）

判
決
に
言
語
に
基
づ
く
差
別
の
問
題
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で

13
）

あ
る
。
ま
た
、
言
語
と
合
衆
国
憲
法
の
か
か
わ

り
は
、
判
決
に
影
響
を
う
け
た
連
邦
議
会
の
活
動
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
連
邦
議
会
は
、
人
種
分
離
廃
止
に
関
す
る
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
・
ケ
ー
ス
の
一
九
五
四
年B

ro
w
n I

事
件

14
）

判
決
、
お
よ
び
翌
年
のB

ro
w
n II

事
件

15
）

判
決
以
降
、
初
の
包
括
的
な
連
邦
教
育
法
と
し
て
制

定
し
た
一
九
五
八
年
国
家
防
衛
教
育
法
の
外
国
語
学
習
に
関
す
る
規
定
、
一
九
六
五
年
初
等
中
等
学
校
教
育
法
、
一
九
六
八
年
バ
イ
リ
ン

ガ
ル
教
育
法
な
ど
の
制
定
を
経
て
、
一
九
七
四
年
教
育
機
会
均
等
法
に
「
こ
と
ば
の
壁
を
こ
え
る
た
め
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
」

を
明
記
し
た
こ
と
で
連
邦
法
レ
ベ
ル
の
問
題
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
可
能
と
な

16
）

っ
た
。
そ
し
て
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
一
九
七
四
年L

a
u

事
件
判
決
に
お
い
て
、
英
語
力
の
未
熟
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
子
ど
も
へ
の
英
語
教
育
の
不
足
は
、
教
育
資
金
の
使
い
方
と
し
て
公
民
権
法

第
六
編
違
反
で
あ
る
と
判
示

17
）

し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
教
育
問
題
を
連
邦
法
に
基
づ
い
て
争
っ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
教
育
を
う
け
る
権
利
は
、

連
邦
最
高
裁
判
所
の
解
釈
上
、
厳
格
審
査
基
準
を
適
用
可
能
に
す
る
基
本
的
権
利
と
認
め
ら
れ
る
ま
で
に
は
、
至
っ
て
い

18
）

な
い
。
こ
の
こ
と

は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
が
一
九
七
三
年R

o
d
rig
u
ez

事
件

19
）

判
決
に
お
い
て
合
理
性
の
基
準
を
採
用
し
、
不
法
移
民
の
子
ど
も
に
対
す
る
差
別

的
な
取
り
扱
い
を
合
憲
で
あ
る
と
判
断
す
る
過
程
で
説
明
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
連
邦
最
高
裁
判
所
が
一
九
八
二
年D

o
e

事
件

20
）

判
決
に

お
い
て
厳
格
な
合
理
性
の
基
準
を
採
用
し
て
、
教
育
は
、
基
本
的
権
利
で
は
な
い
も
の
の
、
政
府
の
「
実
質
的
な
州
の
利
益
」
の
立
証
が

不
十
分
で
あ
る
以
上
は
違
憲
で
あ
る
と
判
示
し
た
。Do

e

事
件
判
決
に
お
い
て
示
し
た
こ
と
は
、
教
育
を
う
け
る
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い
る
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以
上
、
教
育
の
機
会
均
等
が
厳
格
審
査
の
基
準
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

先
述
の
如
く
、
ア
メ
リ
カ
は
、
公
用
語
あ
る
い
は
共
通
語
を
定
め
た
連
邦
法
規
を
持
た
な
い
国
家
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
州
統
治

レ
ベ
ル
で
は
、
公
用
語
あ
る
い
は
共
通
語
に
関
す
る
州
法
を
有
す
る
州
が
半
数
ほ
ど
存
在
す
る
よ
う
に
な

21
）

っ
た
。
そ
し
て
ま
た
、
ア
メ
リ
カ

の
英
語
教
育
は
、
州
ご
と
に
違
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
有
し
て
お
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
分
け
る
要
素
と
し
て
移
民
政
策
と
人
口
比
率
が
関
係
し

て
お
り
、
大
き
く
分
け
る
と
〞E

n
g
lish

22
）

O
n
ly

〝
と
〞E

n
g
lish

23
）

P
lu
s

〝
の
二
種
類
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
研
究
は
、
多
民
族
国
家
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
言
語
に
基
づ
く
差
別
の
存
在

に
気
が
付
き
、
そ
こ
で
、
本
研
究
で
こ
の
問
題
を
取
り
扱
う
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
本
研
究
の
目
的
は
、
ア
メ
リ
カ
の
公
教
育
に
関
す

る
判
例
に
よ
り
従
来
の
差
別
問
題
を
確
認
し
た
後
、
ア
メ
リ
カ
の
英
語
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
連
し
た
判
例
を
素
材
に
し
て
、
教
育
の
機

会
均
等
に
お
け
る
言
語
に
基
づ
く
差
別
が
、
従
来
の
差
別
問
題
と
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
違
う
差
別
問
題
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
可
能
か
ど
う

か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
本
論
稿
の
構
成
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
こ
う
。

第
一
章
で
は
、
独
立
一
三
植

24
）

民
地
の
う
ち
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
の
三
州
の
公
教
育
の
歴
史
に
注

目
し
、
植
民
地
時
代
、
お
よ
び
独
立
宣
言
か
ら
約
八
〇
年
間
の
二
つ
の
時
代
に
区
切
っ
て
、
各
州
の
公
教
育
制
度
が
合
衆
国
憲
法
を
根
拠

に
し
て
教
育
権
限
が
各
々
の
州
の
専
権
事
項
で
あ
る
と
さ
れ
る
一
方
で
連
邦
の
公
教
育
に
対
す
る
役
割
が
財
源
の
提
供
に
限
ら
れ
て
い
る

と
い
う
原
則
の
下
で
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
教
育
の
機
会
均
等
の
法
的
枠
組
み
を
形
成
し
て
き
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
こ
で

明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
、
本
研
究
の
テ
ー
マ
で
あ
る
〞
教
育
の
機
会
均
等
と
言
語
に
基
づ
く
差
別
〝
の
考
察
で
必
要
に
な
る
〞
基
本
的
人

権
・
教
育
・
言
語
（
こ
と
ば
）〝
の
基
本
的
な
関
係
や
性
格
が
ど
う
い
っ
た
も
の
か
、
公
的
機
関
の
実
施
す
る
言
語
教
育
が
ど
こ
か
ら
始
ま
っ

た
の
か
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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第
二
章
で
は
、
教
育
の
機
会
均
等
を
妨
げ
る
人
種
分
離
、
性
差
別
、
年
齢
に
基
づ
く
区
別
、
お
よ
び
能
力
に
基
づ
く
区
別
の
検
討
を
通

じ
て
厳
格
審
査
基
準
の
適
用
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
。
本
章
で
は
、
前
章
で
明
ら
か
に
し
た
教
育
の
機
会
均
等
の
枠
組
み
を
踏
ま
え
、
南

北
戦
争
前
後
・
修
正
第
一
四
条
の
制
定
時
期
以
降
か
ら
二
一
世
紀
初
頭
ま
で
の
連
邦
の
公
教
育
へ
の
取
り
組
み
に
沿
っ
て
、
先
ず
は
厳
格

審
査
基
準
が
適
用
さ
れ
る
人
種
に
つ
い
て
、
次
に
厳
格
な
審
査
基
準
が
適
用
さ
れ
る
性
別
に
つ
い
て
、
続
い
て
緩
や
か
な
審
査
基
準
が
適

用
さ
れ
る
年
齢
と
能
力
に
つ
い
て
、
最
後
に
基
本
的
権
利
の
平
等
審
査
基
準
の
適
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
の
検
討
に
よ
り
、〞
人
種
・

性
別
・
年
齢
・
能
力
〝
が
、
憲
法
に
基
づ
く
差
別
救
済
の
歴
史
、
審
査
の
厳
格
さ
の
程
度
、
お
よ
び
判
断
さ
れ
る
対
象
の
拡
大
状
況
な
ど
、

い
い
か
え
れ
ば
〞
容
姿
（
外
見
）
か
ら
中
身
（
人
間
性
）〝
と
い
う
よ
う
に
時
代
が
進
む
に
つ
れ
て
移
り
か
わ
り
拡
大
し
つ
つ
あ
る
差
別
に

つ
い
て
、
法
が
差
別
の
存
在
を
認
め
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
こ
で
明
ら
か
に
し
た
差
別

の
審
査
基
準
の
適
用
状
況
は
、〞
教
育
の
機
会
均
等
と
言
語
に
基
づ
く
差
別
〝が
、
ど
の
審
査
基
準
を
要
求
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
全

く
新
し
い
審
査
基
準
を
要
求
し
て
い
る
の
か
、
ど
う
し
て
新
し
い
基
準
を
要
求
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
察
す
る
際
に

解
釈
の
手
助
け
を
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

第
三
章
で
は
、
本
研
究
の
テ
ー
マ
を
最
も
反
映
し
て
い
る
英
語
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
取
り
組
み
に
注
目
し
、
こ
れ
に
関
連
し
た
代
表

的
な
判
決
を
概
観
し
な
が
ら
、
教
育
の
機
会
均
等
と
言
語
に
基
づ
く
差
別
の
考
察
を
進
め
て
、
今
日
の
審
査
基
準
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す

る
。
具
体
的
に
は
、
連
邦
と
州
の
英
語
公
用
化
に
関
連
す
る
取
り
組
み
の
概
観
、
過
去
の
教
育
と
言
語
の
問
題
に
関
す
る
事
件
の
確
認
、

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
に
関
す
る
事
件
の
重
要
な
判
決
が
出
さ
れ
た
ア
リ
ゾ
ナ
州
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、
テ
キ
サ
ス
州
の
三
州
の
事
案
の

検
討
を
中
心
に
構
成
し
て
い
る
。
こ
こ
に
挙
げ
た
三
州
は
、
本
研
究
に
お
い
て
検
討
対
象
に
す
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
の
一
九
七
四

年L
a
u

事
件
判
決
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

25
）

ア
州
）、
審
査
の
方
法
を
示
し
た
一
九
八
一
年C

a
sta
n
ed
a I

事
件
判
決
（
テ
キ
サ

26
）

ス
州
）、「
こ
と
ば
の

壁
を
越
え
る
」
こ
と
に
踏
み
込
み
、
差
別
廃
止
基
準
の
新
し
い
方
向
を
見
出
そ
う
と
し
た
二
〇
〇
九
年F

lo
res

事
件
判
決
（
ア
リ
ゾ

27
）

ナ
州
）
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を
抱
え
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
、
本
来
、
資
金
投
入
の
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ

い
て
、
本
研
究
が
注
目
す
べ
き
部
位
を
浮
び
上
ら
せ
、
本
研
究
が
探
ろ
う
と
し
て
い
る
審
査
基
準
を
導
く
検
討
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
で
き

る
の
で
あ
る
。

む
す
び
で
は
、
第
一
章
か
ら
第
三
章
に
至
る
検
討
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
教
育
の
機
会
均
等
と
言
語
に
基
づ
く
差
別
に
取
り

組
む
際
に
、
ど
う
い
っ
た
審
査
基
準
に
よ
っ
て
考
慮
す
る
こ
と
が
適
し
て
い
る
の
か
、
こ
れ
を
前
提
に
憲
法
問
題
と
し
て
ど
の
よ
う
な
取

り
扱
い
が
可
能
に
な
る
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
つ
い
て
で
き
る
限
り
の
解
釈
を
試
み
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
、
本
稿
を
結
ぶ
意
味
を
込
め

て
、
本
研
究
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
考
察
と
解
釈
を
参
考
に
し
て
、
日
本
国
内
に
お
い
て
〞
教
育
の
機
会
均
等
と
言
語
に
基
づ
く
差
別
〝

を
取
り
扱
う
際
に
、
対
象
は
ど
う
い
っ
た
人
か
、
ど
う
い
っ
た
場
面
が
想
定
さ
れ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
の
か
、
法
的
根
拠

を
ど
こ
に
求
め
る
か
、
そ
の
他
何
が
考
え
ら
れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
わ
ず
か
な
が
ら
の
見
解
を
示
し
て
お
き

28
）

た
い
。

１
）

例
え
ば
、
人
工
視
覚
、
筋
電
義
手
、B

ra
in
-M
a
ch
in
e In

terfa
ce

（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
Ｂ
Ｍ
Ｉ
と
は
、
脳
信
号
を
脳
か
ら
直
接
読
み
取
り
、

外
部
機
器
を
操
作
す
る
技
術
で
あ
る
。

２
）

例
え
ば
、
不
治
の
病
や
重
篤
な
負
傷
者
の
た
め
の
遺
伝
子
治
療
、
Ｅ
Ｓ
細
胞
・
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
研
究
、
お
よ
び
脳
死
状
態
に
な
っ
た
妊
婦
の
出
産
ま
で
の

ケ
ア
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

３
）

例
え
ば
、
先
に
述
べ
た
高
速
通
信
網
の
整
備
、
飲
料
水
の
精
製
技
術
、
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

４
）

先
祖
た
ち
は
、
過
去
の
地
震
・
津
波
の
被
害
に
対
す
る
知
恵
を
〞
こ
と
ば
〝
を
含
め
た
様
々
な
形
で
残
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
残
さ
れ
た
は
ず

の
〞
こ
と
ば
〝
は
、
過
去
の
も
の
と
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
な
く
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
研
究
者
・
専
門
家
達
の
被
災
状
況
調
査
や
昔
の
震

災
の
痕
跡
調
査
に
伴
い
、
様
々
な
と
こ
ろ
で
発
見
さ
れ
た
。

５
）

こ
こ
で
の
表
現
は
、
厳
密
な
意
味
の
単
一
民
族
国
家
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

６
）

日
経
Ｂ
Ｐ
ネ
ッ
ト
、h

ttp
: //w

w
w
.n
ik
k
eib
p
.co
.jp
/a
rticle /co

lu
m
n
/20090317 /139519 /?rt ＝

n
o
cn
t,
a
ccessed O

cto
b
er 30,

2013. ；

第
２
東
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京
弁
護
士
会

ひ
ま
わ
り
、h

ttp
: //n

ib
en
.jp
/in
fo
/o
p
in
io
n
20090313.h

tm
l,
a
ccessed O

cto
b
er 30,

2013.

不
法
移
民
に
関
す
る
報
道
が
こ
れ
ま
で
に
も
な
さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
事
件
は
各
種
報
道
が
広
め
て
全
国
的
な
社
会
の
関
心
事
に
な
り
注

目
を
集
め
た
。
当
事
者
は
、
日
本
で
生
ま
れ
育
ち
、
そ
し
て
日
本
の
公
立
学
校
に
通
学
し
、
日
本
語
が
堪
能
で
、
た
と
え
強
制
送
還
さ
れ
て
も
両
親
が
母
語

と
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
現
地
語
を
話
せ
な
い
と
い
う
。
家
族
に
送
還
処
分
が
下
さ
れ
た
後
は
、
当
事
者
に
限
り
特
例
措
置
が
施
さ
れ
、
就
学
ビ
ザ
に
て
日
本

に
留
学
と
い
う
形
で
滞
在
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
他
に
も
、
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
人
口
一
〇
％
を
占
め
る
群
馬
県
の
都
市
な
ど
、
出
稼
ぎ
労
働
者

と
し
て
滞
在
す
る
外
国
人
の
扱
い
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
以
前
か
ら
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
に
お
け
る
文
献
の
紹
介
は
、
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

７
）

学
校
教
育
法
第
二
一
条
第
五
号
、
刑
事
訴
訟
法
第
一
七
五
条
、
同
法
第
一
七
七
条
。

８
）

裁
判
所
法
第
七
四
条
、
民
事
訴
訟
法
第
一
五
四
条
第
一
項
。

９
）

近
年
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
が
母
語
で
あ
り
ス
ペ
イ
ン
語
を
日
常
言
語
に
す
る
英
語
力
の
乏
し
い
正
当
な
ア
メ
リ
カ
市
民
の
多
い
地
域
で
は
、
議
員
候
補
者
が

選
挙
の
議
席
確
保
の
た
め
に
ス
ペ
イ
ン
語
に
よ
る
演
説
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
政
府
の
資
料
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
な
ど
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
閲
覧
で
き
る

よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

10
）

本
研
究
は
、
新
し
い
領
域
の
「
言
語
権
（L

in
g
u
istic R

ig
h
ts

）」
を
直
接
探
求
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
今
後
の
研
究
に
関
連
す
る
の
で
若
干
の
説
明
を

し
て
お
く
。
言
語
権
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
尾
崎
哲
夫
「
言
語
権
に
関
す
る
一
考
察
」（
生
駒
経
済
論
叢

第
二
巻
第
二
・
三
号
九
三
頁
以
下
）
の
九
五
｜
九

六
頁
を
参
考
に
し
て
い
る
。
尾
崎
は
、
鈴
木
敬
和
『
言
語
権
の
構
造
｜

英
米
法
圏
を
中
心
と
し
て
』（
成
文
堂

二
〇
〇
八
年
）
八
頁
を
引
用
し
て
「
言
語

権
と
は
、
自
己
も
し
く
は
自
己
の
属
す
る
言
語
集
団
が
、
使
用
し
た
い
と
望
む
言
語
を
使
用
し
て
、
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
を
、
誰
か
ら
も
妨
げ
ら
れ
な
い

権
利
で
あ
る
」
と
定
義
し
て
い
る
。
尾
崎
は
「
自
分
の
所
属
す
る
共
同
社
会
、
国
家
に
お
い
て
」、
①
「
母
語
の
使
用
、
存
続
、
尊
重
を
主
張
す
る
権
利
」、

②
「
母
語
を
学
習
す
る
権
利
、
母
語
で
学
習
す
る
権
利
、
③
「
公
用
語
を
学
習
す
る
権
利
」
と
定
義
し
、「
そ
の
国
家
に
お
い
て
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
な
し

に
生
き
る
た
め
、
自
分
の
母
語
以
外
の
公
用
語
を
習
得
し
、
そ
の
公
用
語
を
使
っ
て
社
会
経
済
生
活
を
営
む
た
め
の
制
度
保
障
を
国
家
に
請
求
す
る
権
利
で

あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
（
尾
崎
・
前
掲
書
九
六
頁
参
照
）。
し
た
が
っ
て
筆
者
は
、
公
用
語
を
使
え
な
い
も
の
は
正
当
な
国
家
の
一
員
と
み
な
さ
れ
な
い
、
と

解
す
る
。
筆
者
は
、
こ
の
言
語
権
の
定
義
に
関
し
て
非
常
に
重
要
と
な
る
の
が
〞
母
語
（m

o
th
er to

n
g
u
e

）〝
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
本
研
究
は
、

母
語
が
、〞n

a
tio
n
a
l o
rig
in
e

〝と
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
母
語
と
は
、
尾
崎
に
よ
れ
ば「
人
が
家
庭
で
身
に
つ
け
る
言
語
で
あ
る
」（
尾
崎
・

前
掲
書
九
五
頁
参
照
）、
黒
田
龍
之
介
『
は
じ
め
て
の
言
語
学
』（
講
談
社
現
代
新
書

二
〇
〇
四
年
）
二
二
八
頁
を
引
用
し
て
「『
家
の
中
で
覚
え
た
言
語
』」、

鈴
木
敬
和
の
前
掲
書
を
一
〇
｜
一
一
頁
引
用
し
て
「
家
族
の
言
語
」
と
い
う
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
母
語
に
関
し
て
筆
者
は
、
自
分
と
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他
者
が
個
別
の
個
体
と
し
て
自
己
認
識
す
る
た
め
の
前
提
と
な
る
生
ま
れ
て
か
ら
最
も
親
し
い
言
語
、
と
解
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
言
語
権
と
母
語
に
関
連

し
て
、〞h

erita
g
e la

n
g
u
a
g
e

〝
が
重
要
な
地
位
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。〞h

erita
g
e la

n
g
u
a
g
e

〝
は
、
直
訳
す
る
と
「
文
化
遺
産
の
言
語
」
と
な
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、
人
類
の
歴
史
が
積
み
重
な
っ
た
結
果
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
本
研
究
に
限
り〞
こ
と
ば
〝と
解
す
る
。
も
っ
と
も
、〞h

erita
g
e

 
la
n
g
u
a
g
e

〝
に
つ
い
て
小
林
武
は
「
言
語
権
｜

憲
法
的
考
察
へ
の
断
章
⑴
」（
愛
知
大
学
法
学
部
法
経
論
集

第
一
八
二
号
四
九
頁
以
下
）
に
お
い
て
、「
承

祖
語
」
と
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
文
化
遺
産
の
継
承
と
し
て
の
こ
と
ば
、
と
い
う
意
味
の
ほ
う
が
伝
わ
り
や
す
い
と
考
え
て
い
る
た
め
、
小
林
の
翻

訳
が
適
し
て
い
る
と
思
い
な
が
ら
も
、
本
研
究
は
言
語
権
の
研
究
と
区
別
し
た
い
こ
と
か
ら
使
用
し
て
い
な
い
。
本
稿
は
、
ア
メ
リ
カ
の
憲
法
と
公
教
育
の

歴
史
を
、
差
別
と
教
育
の
機
会
均
等
の
視
点
か
ら
考
察
す
る
た
め
、
母
語
と
〞h

erita
g
e la

n
g
u
a
g
e

〝
が
強
く
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し

て
い
る
。
筆
者
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
今
後
の
課
題
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

11
）

M
ey
er v

.
N
eb
ra
sk
a
,
262 U

.S
.
390

(1923).

12
）

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
や
多
様
文
化
共
生
を
研
究
し
て
い
る
米
国
の
研
究
者
た
ち
は
、
研
究
者
達
の
執
筆
す
る
教
科
書
や
論
文
な
ど
に
お
い
てM

ey
er

事
件

判
決
を
初
期
の
代
表
事
例
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。

13
）

B
ro
w
n v

.
B
o
a
rd o

f E
d
u
ca
tio
n
,
347 U

.S
.
483

(1954).

14
）

B
ro
w
n v

.
B
o
a
rd o

f E
d
u
ca
tio
n
,
349 U

.S
.
294

(1955).

15
）

20 U
.S
.C
.
1703(f).

16
）

L
a
u v

.
N
ich
o
ls,
414 U

.S
.
513

(1974).

17
）

本
稿
に
お
け
る
「
基
本
権
」
と
「
基
本
的
権
利
」
の
用
法
の
違
い
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
き
た
い
。
一
方
の
基
本
権
と
は
、
憲
法
に
明
文
化
さ
れ
た
基
本

的
人
権
の
保
障
を
示
し
て
い
る
。
他
方
の
基
本
的
権
利
は
、
憲
法
条
文
の
根
拠
が
定
か
で
は
な
く
と
も
、
平
等
保
護
の
場
面
で
厳
格
審
査
に
服
す
る
憲
法
的

に
保
護
さ
れ
た
実
体
的
な
権
利
を
示
し
て
い
る
。
現
在
、
承
認
さ
れ
て
い
る
領
域
は
、
選
挙
権
、
裁
判
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
居
住
移
転
の
自
由
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
権
利
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
教
育
を
う
け
る
権
利
と
同
様
の
扱
い
と
な
っ
て
い
る
基
本
的
権
利
の
議
論
は
、
社
会
保
障
給
付（
生
存
権
）：

D
a
n
-

d
rid
g
e v

.
W
illia

m
s,
397 U

.S
.
471

(1970)

、B
o
w
en v

.
G
illia

rd
,
483 U

.S
.
587

(1987)

、
医
療
を
受
け
る
権
利：

H
a
rris v

.
M
cR
a
e,
448 U

.S
.

297
(1980)

な
ど
が
あ
り
、
現
在
こ
れ
ら
は
、
緩
や
か
な
基
準
に
よ
り
判
断
さ
れ
て
い
る
。

18
）

S
a
n A

n
to
n
io In

d
ep
en
d
en
t S

ch
.
D
ist.

v
.
R
o
d
rig
u
ez,

411 U
.S
.
1
(1973).

19
）

P
ly
ler v

.
D
o
e,
457 U

.S
.
202

(1982).

20
）

h
ttp
: //w

w
w
.ju
stice.g

o
v
/crt /a

b
o
u
t /ed

u
/d
o
cu
m
en
ts /g

u
id
a
n
celetter.p

d
f,
a
ccessed O

cto
b
er 30,

2013.
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21
）
【
英
語
公
用
語
法
実
施
州
】
二
〇
一
二
年
の
時
点
に
お
い
て
、
州
憲
法
な
い
し
は
州
法
に
よ
っ
て
英
語
公
用
語
法
を
、
定
め
て
い
る
州
は
、
三
一
で
あ
る
。

こ
の
中
に
は
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
（
Ａ．

Ａ．

）
の
採
用
を
廃
止
し
た
州
も
含
ま
れ
て
い
る
。
Ａ．

Ａ．

実
施
州：

ア
ラ
バ
マ
州
（
一
九
九
〇
）、

ア
ラ
ス
カ
州
（
一
九
九
八
）、
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州
（
一
九
八
七
）、
ア
リ
ゾ
ナ
州
（
二
〇
〇
六
）、
コ
ロ
ラ
ド
州
（
一
九
八
八
）、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
（
一
九
八
六
）、

ハ
ワ
イ
州
（
一
九
七
八
）、
ア
イ
ダ
ホ
州
（
二
〇
〇
七
）、
イ
リ
ノ
イ
州
（
一
九
六
九
）、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
（
一
九
八
四
）、
ア
イ
オ
ワ
州
（
二
〇
〇
二
）、
カ

ン
ザ
ス
州
（
二
〇
〇
七
）、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
（
一
九
八
四
）、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
（
一
八
一
二
）、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
（
一
九
七
五
）、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
州
（
一

九
八
七
）、
ミ
ズ
ー
リ
州
（
一
九
九
八
、
二
〇
〇
八
）、
モ
ン
タ
ナ
州
（
一
九
九
五
）、
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
（
一
九
二
〇
）、
ニ
ュ
ー
・
ハ
ン
プ
シ
ャ
州
（
一
九
九

五
）、
ノ
ー
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
（
一
九
八
七
）、
ノ
ー
ス
・
ダ
コ
タ
州
（
一
九
八
七
）、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
（
二
〇
一
〇
）、
サ
ウ
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
（
一
九

八
七
）、
サ
ウ
ス
・
ダ
コ
タ
州
（
一
九
九
五
）、
テ
ネ
シ
ー
州
（
一
九
八
四
）、
ユ
タ
州
（
二
〇
〇
〇
）、
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
州
（
一
九
九
六
）、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州

（
一
九
八
一
、
一
九
九
六
）、
Ａ．

Ａ．

廃
止
州：

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
（
一
九
八
六
）、
フ
ロ
リ
ダ
州
（
一
九
八
八
）。

22
）

英
語
教
育
を
通
じ
て
学
習
者
の
母
語
と
母
国
文
化
を
一
掃
し
同
化
を
は
か
る
こ
と
を
目
指
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ
と
で
あ
る
。

23
）

英
語
と
母
語
の
同
時
教
育
を
実
施
し
、
多
様
な
言
語
、
文
化
の
共
生
を
目
指
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ
と
で
あ
る
。

24
）

デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
、
ニ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
、
サ
ウ
ス
・
カ

ロ
ラ
イ
ナ
州
、
ニ
ュ
ー
・
ハ
ン
プ
シ
ャ
州
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
、
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
州
、
ノ
ー
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
、
ロ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
州
。T

h
e th

irteen
 

co
lo
n
ies

、O
rig
in
a
l 13 co

lo
n
ies

、
な
ど
そ
の
他
こ
れ
に
類
し
て
表
記
さ
れ
る
、
ア
メ
リ
カ
建
国
時
に
加
盟
し
て
い
た
一
三
州
（
植
民
地
）
で
あ
る
。

筆
者
は
、
便
宜
上
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
13
（O

rig
in
a
l th

irteen

）」
と
呼
称
す
る
こ
と
が
多
い
。

25
）

L
a
u v

.
N
ich
o
ls,
414 U

.S
.
513

(1974).

26
）

C
a
sta
n
ed
a v

.
P
ick

a
rd
,
648 F

.2d 989
(5th C

ir.
1981).

27
）

H
o
rn
e v

.
F
lo
res,

557 U
.S
.
433,

129 S
.C
t.
2579

(2009).

28
）

本
論
文
は
、
北
海
学
園
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
に
平
成
二
五
年
度
博
士
（
後
期
）
課
程
修
了
審
査
お
よ
び
学
位
請
求
論
文
と
し
て
提
出
し
、
審
査
を
う

け
て
合
格
し
た
も
の
を
公
刊
に
あ
わ
せ
て
再
構
成
、
お
よ
び
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
研
究
は
、
多
く
の
先
達
の
膨
大
な
研
究
成
果
か
ら

学
ぶ
こ
と
に
よ
り
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
示
す
と
と
も
に
、
後
日
、
本
研
究
が
参
考
に
し
た
文
献
・
資
料
を
整
理
、
分
類
し
て
今
後

の
研
究
に
役
立
て
る
た
め
の
資
料
と
し
て
発
表
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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第
一
章

教
育
の
機
会
均
等
の
枠
組
み
の
形
成

ア
メ
リ
カ
全
土
に
お
よ
ぶ
教
育
の
機
会
均
等
の
枠
組
み
は
、
早
い
時
期
か
ら
整
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
合
衆
国
憲
法
に
教

育
規
定
を
明
文
化
す
る
こ
と
に
よ
り
形
づ
く
ら
れ
て
き
た
も
の
で
も
な
い
。
こ
の
背
景
に
は
、
人
種
分
離
廃
止
の
歴
史
、
各
植
民
地
の
公

教
育
の
枠
組
み
の
形
成
過
程
、
お
よ
び
こ
れ
ら
制
度
の
違
い
が
あ
っ
た
。
ま
だ
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
だ
っ
た
頃
に
、
入
植
者
た
ち
は
、
こ

れ
ま
で
の
家
庭
教
育
だ
け
に
頼
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
法
に
基
づ
き
学
校
教
育
を
は
じ
め
た
。
当
初
の
学
校
教
育
の
目
的

は
、
子
ど
も
が
将
来
を
担
う
大
人
と
し
て
必
要
な
理
解
力
を
得
る
た
め
の
読
み
書
き
の
習
得
だ
っ
た
。
こ
の
学
校
教
育
は
、
連
邦
資
金
と

人
種
差
別
廃
止
に
関
す
る
平
等
保
護
条
項
違
反
を
問
う
訴
訟
と
結
び
つ
い
て
発
展
し
て
き
て
お
り
、
一
八
世
紀
以
降
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お

け
る
基
本
的
人
権
の
保
障
と
教
育
の
自
由
の
発
展
に
み
ら
れ
る
関
係
と
は
、
幾
分
違
う
発
展
を
し
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
入
植
者
の
子

孫
た
ち
は
、
合
衆
国
憲
法
の
解
釈
を
通
じ
て
公
教
育
と
し
て
教
育
の
機
会
均
等
の
枠
組
み
を
用
意
し
た
の
で
あ
る
。

本
章
で
は
、
植
民
地
統
治
時
代
か
ら
独
立
後
約
八
〇
年
間
ま
で
を
目
安
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
13
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ

ニ
ア
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
の
三
州
の
公
教
育
へ
の
取
り
組
み
、
お
よ
び
教
育
の
機
会
均
等
の
枠
組
み
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
一
節

植
民
地
時
代
の
公
教
育
制
度
の
枠
組
み

本
節
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
時
代
が
終
わ
る
ま
で
の
各
植
民
地
の
学
校
教
育
へ
の
取
り
組
み
を
概
観
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
教
育
制

度
の
出
現
と
そ
の
枠
組
み
が
ど
う
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
見
て
い
こ
う
。
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第
一
項

植
民
地
支
配
と
公
教
育

一
八
世
紀
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
は
、
現
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
を
中
心
に
イ
ギ
リ
ス
国
王
を
元
首
に
す
る
重
商
主
義
に
満
ち
あ
ふ

れ
た
植
民
地
で
あ

１
）

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
イ
ギ
リ
ス
本
国
が
、
植
民
地
政
策
に
関
す
る
法
の
制
定
を
行
っ
て

２
）

い
た
。
後
に
、
移
民
数
が
増
加
す

る
と
、
①
国
王
か
ら
の
特
許
状
に
よ
り
自
治
を
認
め
ら
れ
た
「
自
治
植
民
地
」、
②
国
王
に
統
治
権
が
付
与
さ
れ
た
「
領
主
植
民
地
」、
お

よ
び
③
国
王
直
轄
地
で
あ
る
「
王
領
植
民
地
」
と
い
う
よ
う
に
、
三
種
類
の
植
民
地
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
植
民
地

は
、
権
力
分
立
が
実
現
さ
れ
て
お
ら
ず
、
総
督
と
参
議
会
が
統
治
権
を
行
使
し
、
国
王
が
植
民
地
議
会
の
否
認
権
を
有
し
て
い
た
。

当
初
、
入
植
者
達
は
、
自
分
達
も
イ
ギ
リ
ス
本
国
人
と
同
じ
権
利
を
持
つ
者
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
が
、
現
実
は
、
違
っ
て
い
た
。
入

植
者
達
は
、
本
国
の
統
治
へ
の
干
渉
に
加
え
て
、
本
国
が
戦
争
費
用
捻
出
の
た
め
の
厳
し
い
重
商
主
義
政
策
を
実
施
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

本
国
に
対
し
て
不
満
を
積
も
ら
せ
て
い
た
。
そ
し
て
、
植
民
地
と
本
国
の
関
係
は
、
入
植
者
達
が
「
代
表
な
け
れ
ば
課
税
な
し
」
と
主
張

し
て
本
国
に
抵
抗
す
る
ほ
ど
ま
で
に
険
悪
な
状
態
に
な
っ
て

３
）

い
た
。

け
れ
ど
も
、
植
民
地
の
教
育
観
は
、
本
国
の
植
民
地
統
治
に
対
す
る
植
民
地
の
人
々
の
不
満
と
は
無
縁
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
第
一
に
、

私
事
に
ゆ
だ
ね
る
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
伝
統
的
な
教
育
観
の
影
響
を
受
け
て
い
た

４
）

こ
と
、
第
二
に
、
入
植
者
達
が
教
育
の
意
義
を
ま
だ
十
分

に
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
当
時
、
教
育
は
個
人
の
日
常
生
活
に
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
し
か
認
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、

政
府
の
維
持
・
発
展
に
関
わ
る
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
薄
か
っ
た
の
で

５
）

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
植
民
地
時
代
の
ア
メ
リ
カ
の
教
育
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
統
治
の
影
響
を
直
に
受
け
る
も
の
で
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
教

育
は
私
事
で
あ
る
と
い
う
伝
統
が
長
く
続
い
た
州
、
あ
る
い
は
教
育
を
植
民
地
固
有
の
権
利
と
し
て
制
度
化
す
る
州
な
ど
、
各
々
の
州
で

違
う
考
え
方
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
13
の
う
ち
独
立
以
前
の
州
憲
法
に
教
育
規
定
を
設
け
て
い
た
州
は
、
①
学
校
の
設
置

を
指
示
す
る
規
定
、
お
よ
び
学
校
・
教
育
手
段
の
振
興
に
関
す
る
宣
言
規
定
を
有
す
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
（
一
七
七
六
年

６
）

加
盟
）、
②
学
問
・
教
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育
の
振
興
、
徳
行
の
奨
励
、
お
よ
び
学
校
の
設
立
に
関
す
る
具
体
的
規
定
を
有
す
る
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ（
一
七
八
〇
年
加
盟
）、
な
ら
び

に
③
具
体
的
規
定
を
有
し
な
が
ら
も
、
学
校
の
設
置
と
低
額
な
授
業
料
を
指
示
す
る
一
部
具
体
的
実
施
規
定
の
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
（
一

七
七
六
年
加
盟
）
お
よ
び
ノ
ー
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
（
一
七
七
六
年
加
盟
）
の
四
州
で
あ
っ
た
。

第
二
項

植
民
地
の
公
教
育
制
度
の
枠
組
み
の
形
成

本
項
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
13
の
う
ち
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
か
つ
公
教
育
制
度
の
枠
組
み
の
形
成
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
が
、
違

う
発
展
を
し
た
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
、
こ
の
二
州
に
加
え
て
、
規
定
の
存
在
し
な
か
っ
た
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア

州
の
植
民
地
時
代
に
つ
い
て
概
観

７
）

す
る
。

１

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

当
時
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
で
は
、
植
民
地
政
府
と
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
派
教
会
が
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
ま
た
、
学
校
経
営
が
教
会
か
ら

始
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
教
育
と
宗
教
は
密
接
な
関
係
に
あ

８
）

っ
た
。
現
在
の
州
都
の
ボ
ス
ト
ン
市
は
、
一
六
三
五
年
に
ア
メ
リ
カ
最
初
の
公

立
学
校
で
あ
る
ラ
テ
ン
語
学
校
（L

a
tin
o sch

o
o
l

）
を
設
置
し
た
。
翌
年
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
市
は
、
ア
メ
リ
カ
最
古
の
高
等
教
育
機
関
で

あ
る
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
（H

a
rv
a
rd C

o
lleg

e

）
を
創
設
し
た
。
さ
ら
に
一
六
三
九
年
、
ド
ー
チ
ェ
ス
タ
ー
・
タ
ウ

９
）

ン
は
、
税
金
に
よ
り
賄

わ
れ
る
無
償
学
校
を
設
置
し
た
。

一
六
四
二
年
、
植
民
地
政
府
は
、
職
業
技
術
の
習
得
、
読
み
・
書
き
・
計
算
を
学
ぶ
普
通
学
校
（co

m
m
o
n sch

o
o
l

）
の
設
置
を
義
務

化
し
た
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
湾
植
民
地
学
校
法
（M

a
ssa

ch
u
setts B

a
y S

ch
o
o
l L

a
w

）
を
制
定

10
）

し
た
。
同
法
は
、
政
府
が
子
ど
も
に

読
み
書
き
を
与
え
る
命
令
を
出
せ
る
英
語
圏
最
初
の
学
校
教
育
法
で
あ
っ
た
。
一
六
四
七
年
、
同
法
は
、
町
議
会
（to

w
n co

u
n
cil

）
に
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対
し
、
親
の
要
求
を
満
た
す
学
校
設
置
の
責
務
、
お
よ
び
子
ど
も
が
宗
教
の
教
義
を
読
解
で
き
る
力
を
養
う
責
務
を
負
わ
せ
、
子
ど
も
を

学
校
に
出
席
さ
せ
な
い
親
に
対
し
て
政
府
が
罰
金
を
課
す
規
定
を
追
加

11
）

し
た
の
で
あ
る
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
は
、
こ
の
法
に
基
づ
き
、
一

六
六
八
年
ま
で
に
各
学
校
に
お
け
る
宗
教
教
育
の
実
施
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

一
七
八
〇
年
制
定
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
憲
法
は
、
そ
の
第
五
章
に
知
識
と
道
徳
の
普
及
を
目
的
と
し
た
学
校
教
育
の
奨
励
に
関
す
る

規
定
を
設

12
）

け
た
。

２

ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア

ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
は
、
イ
ギ
リ
ス
王
の
チ
ャ
ー
ル
ズ

13
）

二
世
が
元
海
軍
提
督
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

14
）

ペ
ン
の
父
親
に
借
金
が
あ
り
、
一
六
八
一

年
三
月
四
日
に
ニ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
広
大
な
西
部
地
区
と
南
部
地
区
を
弁
済
に
当
て
た
こ
と
に
よ
り
誕
生
し
た
。
ペ
ン
は
、
こ
の
土

地
を
「
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
（
森
の
国
）」
と
名
付
け
た
と
こ
ろ
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
が
ペ
ン
の
父
に
敬
意
を
表
し
、「
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
（
ペ

ン
の
森
の
国
）」
と
改
め
た
。

ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
は
、
多
様
な
出
身
地
や
宗
派
の
入
植
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
文
化
的
か
つ
宗
教
的
な
教
育
に

対
す
る
公
教
育
制
度
の
監
督
体
制
を
整
え
る
こ
と
は
、
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ペ
ン
は
、
一
六
八
二
年
に
出
版
し
た

『F
R
A
M
E
 
O
F
 
G
O
V
E
R
N
M
E
N
T
 
O
F
 
P
E
N
N
S
Y
L
V
A
N
IA

』
に
お
い
て
、
州
政
府
が
公
立
学
校
を
奨
励
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の

奨
励
の
た
め
、
知
事
と
評
議
会
に
公
立
学
校
の
設
置
義
務
お
よ
び
監
督
権
を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
展
望
を
示

15
）

し
た
。
し
か
し
、
ペ
ン

の
展
望
は
、
入
植
者
達
が
公
立
学
校
教
育
に
よ
る
大
宗
派
の
教
義
普
及
の
機
会
に
な
る
と
警
戒
し
て
い
た
た
め
に
、
実
現
が
難
し
い
と
み

ら
れ
て

16
）

い
た
。

と
こ
ろ
が
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
の
学
校
制
度
は
、
植
民
地
政
府
が
入
植
者
に
必
要
な
共
通
の
価
値
と
し
て
聖
書
の
読
解
力
を
掲
げ
て
、
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植
民
地
政
府
が
各
宗
派
と
民
間
団
体
を
援
助
す
る
こ
と
で
実
現
し
た
。
翌
年
に
は
、
一
二
歳
ま
で
の
子
ど
も
に
対
し
て
宗
教
教
育
を
中
心

に
お
こ
な
う
と
す
る
「G

rea
t L

a
w

」
を
制
定

17
）

し
た
。
植
民
地
政
府
は
、
一
七
一
二
年
と
一
七
一
三
年
に
法
律
を
制
定
し
、
全
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
派
に
公
立
学
校
の
建
設
と
補
助
の
た
め
に
合
法
的
に
土
地
を
買
う
こ
と
を
許

18
）

し
た
。
実
際
に
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク

19
）

リ
ン
の

提
案
し
た
〞p

u
b
lic sch

o
o
l

〝
は
、
政
府
か
ら
私
立
学
校
設
置
許
可
の
特
権
を
得
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
受
託
者
（
出
資
者
）
が
宗
教
的

か
私
事
的
か
ど
う
か
に
つ
い
て
運
営
お
よ
び
管
理
す
る
こ
と
な
ど
を
許
し
た
も
の

20
）

だ
っ
た
。
ま
た
、
学
校
は
公
に
限
ら
れ
る
、
と
い
う
意
味

に
お
い
て
の
み
、
学
校
は
、
州
の
資
金
援
助
を
受
け
る
特
権
を
与
え
ら
れ
て

21
）

い
た
。
さ
ら
に
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
が
自
身
に
課
し
た
義
務

と
は
、
貧
し
い
人
々
に
の
み
教
育
を
提
供
す
る
こ
と
、
そ
し
て
総
合
大
学
を
設
立
す
る
こ
と
で
あ

22
）

っ
た
。

時
代
は
進
み
、
一
七
七
六
年
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
憲
法
は
、
①
若
者
の
質
の
良
い
教
育
の
た
め
に
、
各
地
方
自
治
体
の
議
会
は
、
学

校
を
設
立
し
、
教
師
の
給
与
は
公
的
負
担
と
し
、
低
価
格
で
教
育
で
き
る
手
段
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
②
教
育
科
目
は
、
す

べ
て
が
役
立
つ
よ
う
適
切
に
働
き
か
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
加
え
て
、
大
学
教
育
が
能
率
よ
く
進
め
ら
れ
る
も
の
で
な
く
て
は

な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
な
ど
を
明
文
化

23
）

し
た
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
無
償
の
公
立
学
校
制
度
を
定
め
た
も
の
と
ま
で
説
明
で
き
る
も
の
で

は
な
い
が
、
し
か
し
、
憲
法
が
州
に
包
括
的
な
学
校
監
督
権
を
与
え
、
州
に
公
教
育
普
及
の
責
務
を
課
し
た
も
の
だ
っ
た
。

３

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
は
、
一
六
〇
七
年
に
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
会
社
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
一
六
二
四
年
に
王
領
植
民
地
と
な

24
）

っ
た
。
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ

ア
は
、
当
初
は
貧
し
く
と
も
、
タ
バ
コ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
栽
培
に
よ
っ
て
財
政
が
潤
い
、
こ
れ
に
伴
っ
て
、
最
初
の
黒
人
奴
隷
が
連

れ
て
こ
ら
れ
た
と
い
う
背
景
を
も
ち
、
最
初
の
ア
メ
リ
カ
奴
隷
制
社
会
が
成
立
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
は
、
先

住
民
と
敵
対
し
劣
悪
な
関
係
に
あ
っ
た
。
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黎
明
期
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
は
、
立
法
府
が
強
力
な
権
力
を
有
し
て
い
る
州
で
あ
り
、
ま
た
憲
法
制
定
会
議
に
参
加
し
た
起
草
者
ら
が
後

述
す
る
合
衆
国
憲
法
の
内
容
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
そ
し
て
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
初
代
大
統
領
の
ジ
ョ
ー
ジ
・

ワ
シ
ン

25
）

ト
ン
や
憲
法
起
草
者
の
一
人
で
、
第
三
代
大
統
領
の
ト
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ー

26
）

ソ
ン
な
ど
の
政
治
家
を
輩
出
し
、
独
立
戦
争
時
は
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
13
の
な
か
で
も
最
大
、
か
つ
中
心
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
植
民
地
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、
最
初
に
独
立
し
た
植

民
地
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
メ
イ

27
）

ソ
ン
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
た
一
七
七
六
年
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
権
利
章
典
は
、
人
間
の
基

本
的
権
利
と
自
由
の
保
障
、
お
よ
び
政
府
の
基
本
目
的
を
宣
言
し
て
お
り
、
合
衆
国
憲
法
の
権
利
章
典
（B

ill o
f R
ig
h
ts

）
を
含
む
多
く

の
権
利
条
項
の
模
範
に
な
っ
た
。

植
民
地
時
代
の
教
育
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
派
の
教
区
校
、
あ
る
い
は
家
庭
教
師
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
学
校
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン

を
改
宗
さ
せ
る
た
め
の
教
育
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
す
る
教
会
設
立
の
学
校
が
創
設
し
た
の
み
だ

28
）

っ
た
。
け
れ
ど
も
、
一
六
九
三
年
に
は
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ン
ド
・
メ
ア
リ
ー
大
学
が
イ
ギ
リ
ス
国
王
の
勅
許
状
を
得
る
こ
と
に
よ
り
創
立
さ
れ
て

29
）

い
る
。
ま
た
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
で

は
、
初
期
の
州
憲
法
に
教
育
条
項
を
持
た
な
か
っ
た
も
の
の
、
教
育
条
項
の
設
定
に
つ
い
て
全
く
議
会
な
ど
で
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。第

三
項

ま
と
め

こ
れ
ま
で
に
概
観
し
た
こ
と
か
ら
、
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

植
民
地
の
学
校
教
育
は
、
一
方
で
公
教
育
を
政
府
の
責
務
と
し
て
憲
法
に
明
文
化
し
た
植
民
地
と
、
他
方
で
私
教
育
と
い
う
伝
統
を
重

視
し
て
関
心
を
示
さ
な
い
植
民
地
と
が
、
同
時
に
存
在
し
て
お
り
、
各
植
民
地
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
特
に
、
憲
法
に
明
文
化
し
た
植
民

地
は
、
い
ず
れ
も
普
通
教
育
と
高
等
教
育
の
違
い
は
あ
る
が
、
安
定
し
た
統
治
の
た
め
に
は
法
に
基
づ
く
画
一
的
な
公
教
育
を
供
給
す
る
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必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
段
階
で
は
、
ま
だ
、
す
べ
て
の
人
に
と
い
う
意
味
に
お
け
る
公
の
実
施
す
る
教

育
の
機
会
均
等
を
実
現
す
る
制
度
に
至
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
解
る
。

当
初
、
公
教
育
の
最
大
の
目
的
は
、
宗
教
教
義
と
聖
書
の
理
解
の
た
め
の
読
み
書
き
の
習
得
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
当
時
の
公
教
育
は
、

宗
教
を
経
由
す
る
共
通
文
字
に
対
す
る
読
み
書
き
の
習
得
、
純
粋
に
み
る
な
ら
ば
、
共
通
語
学
の
習
得
が
主
な
目
的
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

私
教
育
が
母
語
を
親
か
ら
自
然
に
学
ぶ
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
に
由
来
す
る
こ
と
を
前
提
に
す
る
と
、公
教
育
は
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
お
け
る
生
活
に
必
要
な
統
一
言
語
を
学
ぶ
機
会
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
く

る
こ
と
は
、
こ
と
ば
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
自
然
、
お
よ
び
基
本
原
理
的
な
要
素
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
特
に
、
母
語

が
生
ま
れ
た
場
所
で
自
然
に
身
に
付
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
鑑
み
て
、
公
教
育
に
お
け
る
言
語
習
得
に
関
連
づ
け
る
と
、
母
語
は

基
本
的
権
利
と
い
う
位
置
づ
け
が
で
き
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
公
教
育
は
、
母
語
に
対
す
る
母
国
語
学
習
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
基
本
的
権
利
に
対
し
て
教
育
の
自
由
お
よ
び
教
育
を

う
け
る
権
利
が
衝
突
す
る
問
題
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
教
育
の
機
会
均
等
の
枠
組
み
が
植
民
地
時
代
以
降
に

形
成
さ
れ
て
い
く
に
あ
た
り
、
平
等
に
画
一
的
な
も
の
を
提
供
し
て
い
く
た
め
の
根
拠
は
何
か
と
い
う
こ
と
が
独
立
宣
言
以
降
の
時
代
の

テ
ー
マ
と
な
る
。

さ
て
、
植
民
地
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
す
る
た
め
に
、
邦
と
し
て
連
合
規
約
を
結
ん
で
結
束
し
、
合
衆
国
憲
法
を
制
定
し
て
、
主
権

を
持
っ
た
州
に
な
っ
た
。
独
立
後
、
州
に
な
っ
た
植
民
地
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
を
具
体
化
し
た
の
か
、
そ
こ
で
公

教
育
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
こ
と
に
し
た
の
か
、
さ
ら
に
ど
の
よ
う
に
公
教
育
制
度
が
確
立
し
て
い
く
の
か
。
次
節
で
は
、
こ
う
い
っ

た
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
検
討
を
し
て
い
こ
う
。
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１
）

か
つ
て
の
イ
ギ
リ
ス
領
植
民
地
を
含
む
五
四
国
家
・
地
域
（
一
七
億
人
）
は
、
条
約
や
国
際
機
関
に
よ
ら
な
い
国
際
法
の
連
邦
と
は
違
う
集
合
体
の
「
イ

ギ
リ
ス
連
邦
（C

o
m
m
o
n
w
ea
lth

）」
と
し
て
、
今
も
イ
ギ
リ
ス
国
王
を
元
首
に
お
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
（
二
〇
一
二
年
当
時
）。
た
と
え
ば
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
カ
ナ
ダ
、
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
特
に
カ
ナ
ダ
は
、
イ
ギ
リ
ス
連
邦
の
重
要
国
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が

ア
メ
リ
カ
は
、
独
立
の
経
緯
か
ら
こ
の
連
合
体
に
属
し
て
い
な
い
。
他
に
イ
ン
ド
や
南
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
旧
植
民
地
は
、
加
盟
国
で
あ
り
な
が
ら
イ
ギ
リ
ス

国
王
を
元
首
に
し
な
い
独
立
国
家
で
あ
る
。
二
〇
一
四
年
九
月
、
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、
主
要
国
（C

o
u
n
try

）
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
独
立
を
求

め
る
住
民
投
票
を
実
施
す
る
な
ど
安
泰
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
伺
え
る
。

２
）

政
策
は
、
経
済
面
を
中
心
に
実
施
さ
れ
、
①
本
国
へ
の
食
料
供
給
源
で
あ
る
こ
と
、
②
輸
出
入
は
財
貨
が
本
国
へ
流
入
す
る
よ
う
計
画
さ
れ
る
こ
と
、
③

本
国
の
商
人
が
独
占
的
に
利
益
を
確
保
で
き
る
こ
と
、
④
本
国
は
、
製
造
業
に
よ
る
利
益
を
確
保
で
き
る
こ
と
、
な
ど
を
掲
げ
、
そ
の
代
わ
り
に
、
経
済
面

で
政
策
が
実
現
さ
れ
て
い
れ
ば
、
自
治
を
認
め
る
と
い
う
方
針
で
あ
っ
た
。（
ア
メ
リ
カ
学
会
訳
編
『
原
典
ア
メ
リ
カ
史
（
第
一
巻
）』（
岩
波
書
店

一
九
五

〇
年
）
参
照
。）

３
）

一
七
七
〇
年
三
月
五
日
、
ボ
ス
ト
ン
を
訪
れ
て
い
た
黒
人
の
ク
リ
ス
パ
ス
・
ア
タ
ッ
ク
ス
が
、
現
地
の
武
力
衝
突
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
兵
に
よ
り
殺
害
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
ボ
ス
ト
ン
虐
殺
事
件
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
独
立
戦
争
最
初
の
犠
牲
者
と
し
て
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

４
）

千
葉
卓
『
教
育
を
う
け
る
権
利

ア
メ
リ
カ
・
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
法
的
検
討
』（
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会

一
九
九
〇
年
）
一
四
頁
参
照
。
実
際
に
当

時
の
学
校
教
育
は
、
一
六
、
一
七
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
学
校
教
育
と
同
じ
く
、
キ
リ
ス
ト
教
系
教
会
の
運
営
に
よ
る
聖
書
の
正
し
い
理
解
の
た
め
に

あ
る
も
の
で
、
私
学
教
育
の
み
で
あ
っ
た
。

５
）

千
葉
・
前
掲
書
一
四
頁
参
照
。

６
）

抽
象
的
規
定
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
、
伝
統
的
な
教
育
観
に
基
づ
い
て
抽
象
的
に
学
校
の
設
置
を
指
示
す
る
と
と
も
に
、
学
校
及
び
教
育
手
段
の
振
興
に
関
す

る
宣
言
を
規
定
し
た
も
の
だ
っ
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
限
ら
ず
特
に
南
部
州
は
、
ア
ン
グ
リ
カ
ン
（A

n
g
lica

n
s

）
の
植
民
地
に
属
す
る
か
、
も
し
く
は
隣
接
す

る
地
域
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、〞
教
育
は
私
事
で
あ
る
〝、
と
い
う
欧
州
の
伝
統
的
な
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
憲
法
に
具
体
的
な
教
育
規
定

を
設
け
る
と
い
う
こ
と
が
な
く
、
せ
い
ぜ
い
貧
民
学
校
を
維
持
す
る
程
度
だ
っ
た
（
上
原
貞
夫
『
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
州
憲
法
の
教
育
規
定
』（
風
間
書
房

一

九
八
一
年
）
一
〇
頁
参
照
）。

７
）

こ
の
節
は
、
区
別
す
る
た
め
に
植
民
地
を
指
す
際
に
「
州
」
を
省
い
て
い
る
。

８
）

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
派
教
会
は
、
住
民
た
ち
に
対
し
て
聖
書
を
中
心
に
し
た
宗
教
的
知
識
の
普
及
を
重
視
し
て
い
た
。

９
）

一
八
七
九
年
、
ボ
ス
ト
ン
に
併
合
さ
れ
た
。
現
在
は
、
ド
ー
チ
ェ
ス
タ
ー
地
区
と
し
て
名
残
が
あ
る
。
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10
）

千
葉
・
前
掲
書
一
三
頁
参
照
。

11
）

上
原
・
前
掲
書
七
六
、
一
〇
〇
頁
、D

en
ise A

.
H
a
rtm

a
n
,
“C
O
N
S
T
IT
U
T
IO
N
A
L
 R
E
S
P
O
N
S
IB
IL
IT
Y
 
T
O
 
P
R
O
V
ID
E
 
A
 
S
Y
S
T
E
M
 
O
F

 
F
R
E
E
 
P
U
B
L
IC
 
S
C
H
O
O
L
S
:
H
O
W
 
R
E
L
E
V
A
N
T
 
IS
 
T
H
E
 
S
T
A
T
E
S
’E
X
P
E
R
IE
N
C
E
 
T
O
 
S
H
A
P
IN
G
 
G
O
V
E
R
N
M
E
N
T
A
L

 
O
B
R
IG
A
T
IO
N
S
 
IN
 
E
M
E
R
G
IN
G
 
D
E
M
O
C
R
A
C
IE
S
?
”,
33 S

y
ra
cu
se J.

In
t’l L

.
&
C
o
m
.
95
(2005),

a
t 103.

参
照
。

12
）

C
o
n
stitu

tio
n o

f th
e C

o
m
m
o
n
w
ea
lth M

a
ssa

ch
u
setts o

f 1780,
P
a
rt th

e 2n
d
,
C
h
a
p
ter V

.

13
）

C
h
a
rles II,1630

1685.

ス
チ
ュ
ア
ー
ト
朝
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
王
で
あ
っ
た
。
在
位
期
間
は
、
一
六
六
〇
年
五

月
二
九
日
か
ら
一
六
八
五
年
二
月
六
日
。

14
）

W
illia

m
 
P
en
n
,
1644

1718.

15
）

W
illia

m
 
P
en
n
,
“F
R
A
M
E
 O
F
 G
O
V
E
R
N
M
E
N
T
 
O
F P

E
N
N
S
Y
L
V
A
N
IA
”
in T

h
e C

on
stitu

tion 
S
ociety h

ttp
: //w

w
w
.co
n
stitu

tio
n
.

o
rg
/b
cp
/fra

m
p
en
n
.h
tm
,
a
ccessed N

o
v
em
b
er 10,

2013
(“X

II.
T
h
a
t th

e g
o
v
ern

o
r a
n
d th

e p
ro
v
in
cia
l C
o
u
n
cil sh

a
ll erect a

n
d o

rd
er

 
a
ll p

u
b
lic sch

o
o
ls a

n
d en

co
u
ra
g
e a

n
d rew

a
rd th

e a
u
th
o
rs o

f u
sefu

l scien
ces a

n
d la

u
d
a
b
le in

v
en
tio
n
s in th

e sa
id p

ro
v
in
ce....”)

16
）

ペ
ン
は
、
ク
ェ
ー
カ
ー
教
徒
で
あ
る
。

17
）

千
葉
・
前
掲
書
一
三
頁
参
照
。
内
容
は
、
子
ど
も
に
対
す
る
宗
教
教
育
を
中
心
に
し
て
、
教
師
に
対
し
て
は
教
会
の
業
務
の
補
助
を
課
し
、
さ
ら
に
教
育

能
力
よ
り
も
信
仰
心
を
要
求
し
て
い
た
。

18
）

H
a
rtm

a
n
,
su
p
ra n

o
te 11,

a
t 108.

19
）

B
en
ja
m
in F

la
n
k
lin
,
1706

1790.

20
）

H
a
rtm

a
n
,
su
p
ra n

o
te 11,

a
t 108.

21
）

Ib
id
.
a
t 108.

22
）

Ib
id
,
a
t 108.

23
）

C
o
n
stitu

tio
n o

f P
en
n
sy
lv
a
n
ia o

f 1776,
sectio

n 44.

上
原
・
前
掲
書
一
七
頁
参
照
。

24
）

ア
メ
リ
カ
植
民
地
の
歴
史
上
有
名
な
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
タ
ウ
ン
は
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
に
あ
る
。

25
）

G
eo
rg
e W

a
sh
in
g
to
n
,
1732

1799.

ア
メ
リ
カ
初
代
大
統
領
。
そ
し
て
今
日
も
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
陸
軍
大
元
帥
の
地
位
に
あ
る
。

26
）

T
h
o
m
a
s Jefferso

n
,
1743

1826.

大
統
領
就
任
期
間
は
、
一
八
〇
一
年
か
ら
一
八
〇
九
年
ま
で
。

27
）

正
確
に
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
メ
イ
ソ
ン
四
世
（G

eo
rg
e M

a
so
n IV

,
1725

1792

）。
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
邦
の
代
表
で
あ
っ
た
彼
は
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
の
批
准
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会
議
に
お
い
て
、
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ヘ
ン
リ
ー
（P

a
trick H

en
ry
,
1736

1799

）
ら
と
と
も
に
権
利
章
典
の
不
備
を
指
摘
し
、
権
利
章
典
追
加
の
付
帯
決
議

を
つ
け
る
こ
と
で
連
邦
憲
法
に
批
准
し
た
。

28
）

他
州
で
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
部
族
の
積
立
金
を
利
用
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
族
浄
化
の
一
環
と
し
て
執
り
行
わ
れ
た
事
実
も
存
在
す
る
。

29
）

C
o
lleg

e o
f W

illia
m
&
M
a
ry
.

植
民
地
議
会
の
要
望
と
支
援
で
、
植
民
地
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ブ
レ
ア
牧
師
が
一
六
九
三
年
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
と
メ

ア
リ
ー
二
世
か
ら
勅
許
状
を
得
て
設
立
し
た
ア
メ
リ
カ
で
二
番
目
に
旧
い
大
学
で
あ
る
。
こ
の
大
学
は
、
二
人
の
王
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
。

第
二
節

独
立
宣
言
か
ら
約
八
〇
年
間
の
公
教
育
制
度
の
枠
組
み

前
節
で
は
、
植
民
地
政
府
が
法
律
に
基
づ
き
公
教
育
を
提
供
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
母
語
は
基
本
的
権
利
と
い
う
位
置
づ
け

が
で
き
る
と
解
し
、
次
の
時
代
で
は
、
教
育
の
機
会
均
等
の
枠
組
み
が
形
成
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
平
等
に
画
一
的
な
も
の
を
提
供
し
て
い

く
た
め
の
根
拠
は
何
か
と
い
う
こ
と
が
テ
ー
マ
に
な
る
と
ま
と
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
合
衆
国
憲
法
は
、
今
日
ま
で
教
育
条
項
を
有
し
て
い

な
い
。
本
節
で
は
、
独
立
後
の
ア
メ
リ
カ
が
、
い
か
な
る
プ
ロ
セ
ス
を
辿
り
公
教
育
制
度
の
枠
組
み
を
整
え
て
い
く
の
か
確
認
す
る
。

第
一
項

合
衆
国
憲
法
と
教
育
条
項

１

ア
メ
リ
カ
連
合
と
公
教
育

一
七
七
三
年
一
二
月
一
六
日
、
現
在
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
に
お
い
て
、「
ボ
ス
ト
ン
茶
会
事
件
」は
起
き
た
。
翌
年
、
イ
ギ
リ
ス
政

府
は
、
こ
の
事
件
の
報
復
措
置
と
し
て
ボ
ス
ト
ン
港
を
閉
鎖
し
た
う
え
で
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
の
自
治
権
を
剥
奪
し
、
植
民
地
に
対
す
る

〞
耐
え
難
き
諸
法
（In

to
lera

b
le

１
）

A
cts

）〝
を
制
定
し
、
さ
ら
に
ボ
ス
ト
ン
を
軍
政
下
に
置
い
た
。
一
七
七
四
年
九
月
、
植
民
地
側
は
、
イ

ギ
リ
ス
政
府
の
態
度
に
対
し
て
、
今
後
の
植
民
地
の
方
針
を
決
め
る
た
め
に
、
現
在
の
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
市
に
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現
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
を
除
い
た
一
二
の
植
民
地
の
総
勢
五
六
名
の
代
表
が
集
結
し
て
第
一
回
大
陸
会
議
を
開
催

２
）

し
た
。
会
議
は
、
本
国
議
会
の

植
民
地
に
対
す
る
立
法
権
の
否
認
、
お
よ
び
本
国
と
の
経
済
的
断
交
を
決
議
し
、「
大
陸
会
議
の
宣
言
お
よ
び
決
議
（D

ecla
ra
tio
n a

n
d

 
R
eso

lv
es o

f th
e C

o
n
tin
en
ta
l C
o
n
g
ress

）」
と
い
う
文
書
を
採
択
し
た
。

一
七
七
五
年
四
月
、
ボ
ス
ト
ン
郊
外
の
レ
キ
シ
ン
ト
ン
と
コ
ン
コ
ー
ド
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
兵
と
植
民
地
兵
の
間
で
戦
闘
が
起
こ
り
、

独
立
戦
争
が
勃
発
し
た
。
同
年
五
月
、
第
二
回
大
陸
会
議
が
開
催
さ
れ
、
全
植
民
地
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
を
総
司
令
官
に
任
命

し
、
本
国
か
ら
の
自
治
権
獲
得
を
目
的
に
掲
げ
て
武
力
抗
争
の
開
始
を
宣
言
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
次
第
に
目
的
が
独
立
国
の
実
現
へ

と
移
り
変
わ
り
、
一
七
七
六
年
に
ワ
シ
ン
ト
ン
は
、
自
然
権
思
想
に
基
づ
い
て
独
立
宣
言
を
行
い
、
一
三
の
植
民
地
の
そ
れ
ぞ
れ
が
「
邦

（S
ta
te

）」
と
な
っ
た
。
一
七
八
一
年
、
そ
れ
ぞ
れ
の
邦
が
「
連
合
規
約
（A

rticles o
f

３
）

C
o
n
fed

era
tio
n

）」
を
む
す
び
、「
ア
メ
リ
カ
連

合
（T

h
e U

n
ited S

ta
tes o

f A
m
erica

）」
が
創
設
さ

４
）

れ
た
。
一
七
八
三
年
九
月
、
ア
メ
リ
カ
連
合
は
、
パ
リ
条
約
が
締
結
さ
れ
た
こ

と
で
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
を
果
た
し
た
。

独
立
当
時
の
ア
メ
リ
カ
は
、
連
邦
で
は
な
く
連
合
で
あ
り
、
独
立
を
果
た
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
の
統
治
方
法
が
未
整
備
状
態
に

あ
っ
た
。
独
立
に
先
駆
け
て
用
意
さ
れ
た
連
合
規
約
は
、
①
国
名
、
②
国
の
性
格
、
③
議
決
機
関
、
④
連
合
会
議
の
権
限
、
⑤
行
政
機
関
、

⑥
司
法
機
関
、
⑦
改
正
、
と
い
う
よ
う
に
三
権
分
立
を
実
現
し
、
統
治
機
構
の
権
限
を
定
め
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
課
税
権
、
通
商

確
保
の
た
め
の
権
限
、
お
よ
び
強
力
な
執
行
政
府
を
欠
く
と
い
う
欠
陥
が
存
在
し
、
教
育
に
関
す
る
条
項
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
。
連
合

に
強
力
な
執
行
政
府
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
独
立
戦
争
終
了
に
伴
う
ア
メ
リ
カ
の
厳
し
い
不
況
で
あ
っ
た
。

戦
時
中
は
、
軍
需
拡
大
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
商
品
の
輸
入
を
停
止
し
、
こ
れ
に
よ
り
様
々
な
国
内
産
業
が
発
展
し
て
内
需
が
高
ま
り

好
景
気
に
つ
な
が

５
）

っ
た
。
し
か
し
戦
後
は
、
内
需
が
軍
需
に
伴
い
縮
小
し
、
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輸
入
が
再
開
す
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の

保
護
が
無
く
な
っ
た
ば
か
り
か
、
経
済
制
裁
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
連
合
は
、
戦
費
調
達
の
た
め
に
多
額
の
公
債
を
発
行
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し
、
邦
と
邦
の
間
の
関
税
障
害
に
よ
り
産
業
の
保
護
も
で
き
ず
、
加
え
て
、
邦
が
連
合
の
税
徴
収
に
従
わ
な
い
た
め
財
政
難
だ
っ
た
。
そ

し
て
貧
弱
な
財
源
で
あ
る
が
ゆ
え
に
連
合
の
軍
隊
は
弱
く
、
残
存
イ
ギ
リ
ス
兵
力
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
、
な
ら
び
に
農
民
暴
動
の
鎮
圧
も
ま

ま
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
連
合
は
、
混
沌
と
し
た
統
治
状
況
に
あ
り
、
と
て
も
連
合
が
主
導
し
て
公
教
育
の
普
及
を
拡
大
で
き
る
状
況
に
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
混
沌
と
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
、
連
合
は
、
強
力
な
中
央
政
府
の
樹
立
を
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
け
れ
ど

も
、
合
衆
国
憲
法
制
定
以
前
の
連
合
政
府
は
、
公
教
育
に
全
く
無
関
心
だ
っ
た
と
ま
で
は
言
え
ず
、
連
合
政
府
に
よ
る
国
有
地
交
付
と
い

う
方
法
が
存
在
し
た
。
典
型
例
と
し
て
、
一
七
八
五
年
の
土
地

６
）

条
令
、
一
七
八
七
年
の
北
西
部
領
地

７
）

条
令
、
お
よ
び
、
一
七
八
七
年
の
西
部

領
地
の
売
却
契
約
に
関
す
る
条
例

８
）

に
は
、
公
立
学
校
お
よ
び
大
学
設
立
の
た
め
の
教
育
に
関
す
る
留
保
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
も
っ
と

も
、
当
時
の
連
合
の
財
源
は
、
国
有
地
に
頼
る
ほ
か
な
く
、
連
合
の
国
有
地
政
策
が
連
合
の
課
税
機
能
の
不
備
に
よ
る
資
金
難
の
解
決
策

と
し
て
の
資
金
確
保
を
目
的
と
し
て
い
た

９
）

た
め
、
教
育
に
向
け
た
国
有
地
交
付
は
財
源
確
保
の
ひ
と
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
う
い
っ
た
連
合
の
苦
し
い
懐
事
情
の
裏
側
で
、
連
合
の
資
産
は
、
国
有
地
留
保
を
含
む
条
例
に
基
づ
き
、
教
育
を
目
的
に
利
用
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
財
源
確
保
の
政
策
は
、
合
衆
国
憲
法
発
効
後
の
連
邦
政
府
に
も
受
け
継
が

10
）

れ
た
。

２

合
衆
国
憲
法
の
制
定

一
七
八
六
年
九
月
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
の
提
案
に
よ
り
、
五
つ
の
邦
の
代
表
者
た
ち
は
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
で
通
商
問
題
に
つ
い
て
話
し
合

う
た
め
の
会
合
を
開
催
し
、
連
合
議
会
と
各
邦
に
対
し
て
中
央
政
府
に
関
す
る
検
討
を
行
な
う
会
議
の
開
催
を
提
案
し
た
。
一
七
八
七
年

五
月
、
ロ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
を
除
く
一
二
邦
に
よ
る
合
衆
国
憲
法
制
定
会
議
が
開
催
さ
れ
た
も

11
）

の
の
、
中
央
政
府
の
権
限
の
範
囲
に
つ
い

て
意
見
が
分
か
れ
て
い
た
。
こ
の
と
き
、
州
の
権
限
を
巡
る
意
見
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
マ
デ
ィ

12
）

ソ
ン
ら
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ト
に
よ
る
中
央
の
権
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限
を
拡
大
す
る
と
い
う
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
案
（
連
邦
主
義
）
と
、
リ
パ
ブ
リ
カ
ン
に
よ
る
個
々
の
邦
の
権
限
を
尊
重
す
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
・

ジ
ャ
ー
ジ
ー
案
（
共
和
主
義
）
と
に
分
か
れ
て
対
立
し
た
。
ま
た
、
公
教
育
に
関
し
て
合
衆
国
憲
法
制
定
会
議
は
、
す
で
に
各
州
憲
法
が

教
育
条
項
を
有
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
代
議
員
ら
が
合
衆
国
憲
法
草
案
に
公
立
学
校
制
度
を
含
め
よ
う
と
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
憲
法
案
に
教
育
条
項
を
設
け
な
か

13
）

っ
た
。
結
局
、
合
衆
国
憲
法
は
、
多
く
の
妥
協
案
を
取
り
入
れ
た
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
案
に
基
づ
く
憲
法

を
採
択
し
、
一
七
八
七
年
九
月
、
一
二
邦
の
代
表
が
署
名
し
批
准
す
る
こ
と
で
連
合
会
議
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

新
憲
法
は
、
連
合
会
議
の
承
認
後
、
会
議
が
各
邦
に
書
簡
を
送
り
、
一
三
邦
中
九
邦
の
署
名
を
集
め
る
こ
と
で
発
効
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
書
簡
を
送
っ
た
後
も
、
憲
法
賛
成
派
と
憲
法
反
対
派
の
議
論
は
、
こ
の
憲
法
の
共
和
制
が
民
主
的
で
は
な
く
、
さ

ら
に
人
民
の
権
利
を
保
障
す
る
「
権
利
章
典
」
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
ま
と
ま
ら
ず
に
い
た
。
そ
こ
で
賛
成
派
は
、
合
衆
国
憲

法
を
制
定
す
る
た
め
に
反
対
派
の
意
見
を
汲
み
取
り
、
権
利
章
典
の
追
加
を
第
一
回
連
邦
議
会
に
て
憲
法
修
正
案
と
し
て
討
議
す
る
こ
と

を
約
束
し
た
の
で
あ
る
。
一
七
八
八
年
六
月
二
一
日
九
邦
目
の
署
名
を
得
た
こ
と
で
、
合
衆
国
憲
法
が
よ
う
や
く
発
効
さ
れ
、
発
効
と
同

時
に
連
合
は
、
連
邦
に
変
わ
り
、
邦
は
〞
州
（sta

te
）〝
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
合
衆
国
憲
法
は
、
①
国
名
、
②
国
の
性
質
、
③
議

会
の
構
成
、
④
連
邦
議
会
の
権
限
、
⑤
大
統
領
、
⑥
司
法
権
、
⑦
連
邦
法
と
州
法
の
関
係
、
⑧
憲
法
修
正
、
と
い
う
内
容
で
構
成
さ
れ
て

い
た
。
そ
し
て
憲
法
発
効
後
す
ぐ
に
、
議
会
は
、
約
束
通
り
権
利
章
典
の
作
成
に
取
り
掛
か
っ
た
。

も
っ
と
も
、
権
利
章
典
は
、
起
草
段
階
で
提
案
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
権
利
章
典
案
は
、
①
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ハ
ミ
ル

14
）

ト
ン
の
主
張
す
る
政
府
の
権
限
を
制
限
し
た
憲
法
こ
そ
権
利
章
典
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
支
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
②
国
民
の
権
利
を
憲

法
に
列
挙
し
た
際
に
、
政
府
に
権
限
が
あ
る
と
解
釈
す
る
根
拠
と
な
る
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
、
お
よ
び
③
一
方
で
具
体
的
に
権
利

を
列
挙
し
た
際
に
積
極
的
な
効
果
が
期
待
で
き
な
く
な
り
、
他
方
で
列
挙
さ
れ
て
い
な
い
権
利
が
連
邦
政
府
に
留
保
さ
れ
て
い
る
と
解
釈

さ
れ
か
ね
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
反
対
さ

15
）

れ
た
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
憲
法
制
定
会
議
は
、
国
民
の
権
利
が
憲
法
に
列
挙
さ
れ
る
こ
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と
へ
の
危
険
性
を
危
惧
し
、
ま
た
国
民
の
権
利
侵
害
は
連
邦
で
は
な
く
権
利
章
典
を
備
え
る
諸
州
の
問
題
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
た

め
、
合
衆
国
憲
法
の
制
定
時
に
組
み
込
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

第
一
回
連
邦
議
会
は
、
一
七
八
九
年
九
月
二
五
日
に
開
催
し
、
憲
法
修
正
の
手
続
き
に
沿
っ
て
各
州
議
会
へ
提
案
し
た
。
修
正
案
は
、

一
二
ヶ
条
が
提
案
さ
れ
て
、
そ
の
う
ち
一
〇
ヶ
条
を
各
州
が
批
准
し
、
修
正
条
項
と
し
て
追
加
さ

16
）

れ
た
。
こ
の
時
に
制
定
さ
れ
た
修
正
第
五

条
は
、
連
邦
の
み
の
適
用
を
想
定
し
た
も
の
で
し
か
な
く
、
連
邦
に
加
盟
す
る
州
へ
の
適
用
を
想
定
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ

と
は
、
後
の
修
正
第
一
四
条
が
、
州
へ
の
適
用
を
想
定
し
た
条
項
と
し
て
制
定
さ
れ
る
理
由
に
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
教
育
条
項
お
よ
び
教
育
の
文
言
に
つ
い
て
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
に
二
七
ヶ
条
も
の
修
正
条
項
が
追
加
さ
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
合
衆
国
憲
法
に
は
追
加
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
伝
統
的
に
憲
法
の
条
文
を
解
釈
す
る
こ
と
で
教
育
権
限

の
配
分
を
導
き
出
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
項
に
お
い
て
基
本
的
な
部
分
を
確
認
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
二
項

連
邦
・
州
・
地
方
の
教
育
権
限
の
憲
法
的
根
拠

ア
メ
リ
カ
は
、
連
合
と
し
て
独
立
し
た
後
、
連
邦
と
し
て
建
国
し
、
選
挙
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
大
統
領
を
連
邦
の
元
首
と
し
、
連
邦
議

会
が
連
邦
法
を
制
定
し
、
連
邦
裁
判
所
が
連
邦
法
を
解
釈
す
る
と
い
う
国
家
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
も
そ
も
連
邦
は
、
合
衆
国
憲

法
が
連
邦
（U

n
ited S

ta
tes

）
を
単
一
国
家
と
し
て
み
て
い
な
い
た
め
、
憲
法
で
与
え
ら
れ
た
権
限
の
み
を
行
使
す
る
だ
け
の
存
在
な
の

で

17
）

あ
る
。
そ
の
た
め
、
合
衆
国
憲
法
上
に
示
さ
れ
な
い
連
邦
の
権
限
は
、
州
お
よ
び
国
民
に
留
保
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
合
衆
国
憲
法
修
正

第
一
〇
条
の
条
文
「
こ
の
憲
法
に
よ
っ
て
合
衆
国
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
憲
法
に
よ
っ
て
州
に
禁
じ
ら
れ
て
い
な
い
権
限
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
州
と
人
民
に
留
保
さ
れ
て
い
る
」
を
根
拠
に
す
る
こ
と
で
今
日
ま
で
説
明
さ
れ
て
き
た
。
連
邦
と
州
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
固
有

の
主
権
を
有
し
て
お
り
、
地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
の
主
権
は
権
限
委
譲
に
よ
り
成
立
す
る
。
そ
の
た
め
、
修
正
第
一
〇
条
は
、
連
邦
と
州
の
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主
権
の
衝
突
回
避
の
た
め
に
、
連
邦
に
委
任
さ
れ
て
い
な
い
全
て
の
権
限
に
つ
い
て
、
州
が
留
保
す
る
明
示
的
な
権
限
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
一
八
一
九
年M

o
C
o
u
llo
ch v

.M
a
ry
la
n
d

事
件

18
）

判
決
以
降
は
、
合
衆
国
憲
法
の

最
高
法
規
性
を
根
拠
に
、
明
文
化
さ
れ
て
い
な
く
て
も
憲
法
全
体
お
よ
び
憲
法
の
精
神
に
照
ら
す
こ
と
で
州
の
行
為
が
矛
盾
し
な
い
な
ら

ば
黙
示
的
な
権
限
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
解
さ
れ
る
よ
う
に
な

19
）

っ
た
。

次
に
、
州
と
地
方
の
法
的
関
係
は
、
連
邦
と
州
の
関
係
と
同
様
に
修
正
第
一
〇
条
よ
り
導
き
出
さ
れ
る
。
地
方
団
体
に
関
す
る
事
項
は
、

原
則
と
し
て
連
邦
の
干
渉
で
き
な
い
州
の
専
有
す
る
権
限
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
権
限
に
基
づ
き
州
が
設
置
し
た
地
方
団
体
は
、
州
憲
法
、

お
よ
び
州
制
定
法
の
適
用
が
優
先
さ
れ
る
。
地
方
団
体
の
行
財
政
活
動
は
、
州
か
ら
の
具
体
的
な
権
限
の
委
譲
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
機

能
す
る
も
の
で
あ
り
、
州
と
地
方
団
体
の
法
的
関
係
は
、
完
全
な
る
従
属
の
関
係
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
修
正
第
一
〇
条
の
解
釈
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
公
教
育
制
度
は
、
合
衆
国
憲
法
が
教
育
と
い
う
文
言
を
含
ん
だ
明
文
規
定

を
有
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
修
正
第
一
〇
条
を
根
拠
に
、
州
の
専
権
事
項
と
し
て

20
）

き
た
。
け
れ
ど
も
、
連
邦
政
府
は
合
衆
国
憲
法

上
に
教
育
条
項
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
す
る
こ
と
な
く
、
教
育
に
無
関
心
な
態
度
を
示
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
実
際
に
、
連
邦
政
府
は
、

公
教
育
が
社
会
福
祉
目
的
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
理
由
に
掲
げ
て
、
合
衆
国
憲
法
第
一
条
第
八
節
の
連
邦
議
会
の
課
税
権
限
を
法
的
根
拠
に

す
る
こ
と
で
連
邦
の
課
税
権
限
の
範
囲
で
州
の
公
教
育
に
干
渉
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
課
税
権
限
を
根
拠
に
財
政
支
援

を
行
い
、
連
邦
の
公
教
育
へ
の
権
限
は
財
源
に
限
ら
れ
る
と
解
釈
し
て

21
）

き
た
。
い
い
か
え
れ
ば
、「
教
育
は
私
事
で
あ
る
」
と
い
う
伝
統
的

な
認
識
が
ア
メ
リ
カ
国
民
を
支
配
し
て
い
た
時
代
に
お
い
て
す
ら
、
連
邦
に
よ
る
公
教
育
へ
の
関
与
が
財
源
の
提
供
に
限
ら
れ
る
と
い
う

原
則
は
、
合
衆
国
憲
法
制
定
と
同
時
に
憲
法
に
よ
り
承
認
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
合
衆
国
憲
法
は
、
連
邦
が
公
教
育
に
財
政

援
助
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
り
、
合
衆
国
憲
法
違
反
を
争
う
訴
訟
は
、
子
ど
も
の
親
、
も
し
く
は
納
税
者
が
原
告
と
な
り
、
親
の
教
育
の
自
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由
の
侵
害
、
お
よ
び
学
校
に
投
入
さ
れ
る
公
費
の
適
正
利
用
を
争
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
植
民
地
時
代
を
含
む
初
期
の
ア
メ
リ
カ
に
、
私

立
学
校
と
公
立
学
校
が
同
時
に
存
在
し
た
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
普
通
教
育
お
よ
び
高
等
教
育
の
発
展
に
大
い
に
貢
献
し
た
。
し
か
し
、

独
立
戦
争
終
了
後
は
、〞
教
育
は
私
事
で
あ
る
〝と
い
う
伝
統
的
な
考
え
方
が
、
国
家
と
社
会
の
発
展
に
伴
い
、
公
立
学
校
を
利
用
し
た
公

教
育
に
よ
る
国
民
全
体
の
た
め
の
教
育
制
度
の
実
現
と
い
う
考
え
方
へ
と
変
化
し
て
ゆ
く
。
そ
の
た
め
に
、
当
時
は
私
立
学
校
に
よ
る
公

教
育
の
限
界
と
、
私
立
学
校
の
存
在
意
義
、
そ
し
て
私
立
学
校
の
公
立
学
校
へ
の
移
管
な
ど
が
問
題
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

連
邦
最
高
裁
判
所
が
は
じ
め
て
学
校
教
育
問
題
に
違
憲
を
下
し
た
判
決
は
、
州
憲
法
に
具
体
的
な
教
育
規
定
を
有
し
て
い
た
ニ
ュ
ー
・

ハ
ン
プ
シ
ャ
州
を
舞
台
に
し
た
一
八
一
九
年T

ru
stee o

f D
a
rtm

o
u
th C

o
lleg

e v
.
W
o
o
d
w
a
rd

事
件
連
邦
最
高
裁

22
）

判
決
で
あ
っ
た
。

事
案
は
、
州
政
府
が
、
一
八
一
六
年
に
ダ
ー
ト
マ
ス

23
）

大
学
を
含
む
州
内
す
べ
て
の
私
立
大
学
を
州
の
権
限
の
及
ぶ
大
学
当
局
へ
移
管
し
、
州

知
事
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
理
事
を
加
え
た
新
し
い
理
事
会
に
よ
っ
て
管
理
す
る
こ
と
で
、
実
質
的
に
州
立
大
学
化
す
る
法
律
を
成
立
さ
せ

た
こ
と
に
対
し
、
旧
理
事
会
側
は
、
州
の
私
立
学
校
の
存
続
を
目
指
し
、
イ
ギ
リ
ス
国
王
か
ら
付
与
さ
れ
た
設
立
認
許
状
に
反
し
無
効
で

あ
る
と
し
て
、
大
学
の
管
理
権
を
回
復
す
る
た
め
の
訴
訟
を
起
こ
し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
下
級
審
判
決
を

覆
し
、
ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
を
州
立
大
学
に
移
管
す
る
州
法
が
、
契
約
内
容
に
重
要
な
変
更
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
合
衆
国
憲

法
第
一
条
第
一
〇
節
第
一
項
規
定
に
違
反
す
る
旨
を
判
示
し
た
。
本
判
決
は
、
他
州
の
政
策
見
直
し
に
繫
が
り
、
以
降
の
大
学
制
度
の
発

展
、
お
よ
び
州
の
公
教
育
制
度
の
発
展
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と

24
）

な
っ
た
。

第
三
項

州
の
公
教
育
制
度
の
枠
組
み
の
形
成

今
日
の
州
の
公
教
育
制
度
の
枠
組
み
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
四
条
の
制
定
以
前
に
形
成
さ
れ
、
同
条
項
に
従
う

よ
う
に
形
を
変
え
て
き
た
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
全
体
の
公
教
育
制
度
に
お
け
る
教
育
の
機
会
均
等
を
実
現
す
る
ま
で
に
至
っ
た
。
こ
こ
か
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ら
は
、
独
立
後
は
州
に
な
っ
た
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

１

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州

一
七
八
九
年
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
議
会
は
、
追
加
条
項
を
設
け
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
加
盟
し
た
州
で
初
め
て
の
包
括
的
な
教
育

法
を
制
定

25
）

し
た
。
こ
の
条
項
の
趣
旨
は
、
知
識
と
道
徳
の
広
い
普
及
が
州
と
合
衆
国
の
繁
栄
に
必
要
と
の
考
え
に
基
づ
き
、
州
は
若
者
に
教

育
を
提
供
す
る
義
務
が
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ

26
）

っ
た
。
そ
の
後
、
州
政
府
は
、
増
加
し
た
町
の
手
助
け
を
す
る
役
割
、
州
教
育
委
員
会
の

創
設
、
教
員
養
成
の
強
化
、
指
導
法
お
よ
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
確
立
を
明
記
し
、
高
校
が
増
え
す
ぎ
な
い
よ
う
に
監
視
す
る
な
ど
、
州
の

公
教
育
制
度
に
関
す
る
責
務
を
増
や
し
て
い
っ
た
。

一
八
三
七
年
、
公
教
育
向
上
改
革
家
の
ホ
レ
ー
ス
・
マ
ン
は
、
初
代
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
公
教
育
教
育
長
に
任
命
さ

27
）

れ
た
。
マ
ン
は
、

精
力
的
に
設
備
の
質
の
強
化
や
教
員
の
給
与
の
向
上
な
ど
に
努
め
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
学
べ
る
教
育
制
度
の
実
現
を
目
指
し
た
が
、
様
々

な
方
面
か
ら
の
反
対
・
抵
抗
を
受
け
て
在
任
時
に
義
務
教
育
の
制
度
化
を
実
現
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か

28
）

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
一
八
四
九
年
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
最
高
裁
判
所
は
、
マ
ン
の
目
指
し
た
制
度
の
問
題
を
含
み
、
か
つ
ア
メ
リ
カ
で
最

初
に
公
に
さ
れ
た
学
校
人
種
分
離
を
取
り
扱
っ
たR

o
b
erts v

.
C
ity o

f B
o
sto
n

29
）

事
件
に
判
決
を
下
し
た
。
本
件
事
案
は
、
ボ
ス
ト
ン
市

在
住
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
女
の
子
が
、
市
の
設
置
し
た
白
人
学
校
と
同
じ
報
酬
と
同
じ
免
許
を
持
つ
教
師
を
配
置
し
て
い
る
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
子
ど
も
達
専
用
の
学
校
へ
の
入
学
を
希
望
せ
ず
に
、
彼
女
の
住
い
か
ら
最
も
近
い
白
人
学
校
へ
の
入
学
を
拒
否
さ
れ
た
こ
と
に
対

し
て
、
原
告
で
あ
る
親
た
ち
は
行
政
不
服
審
査
の
申
立
て
が
不
受
理
と
さ
れ
た
た
め
裁
判
所
に
提
訴
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
原
告
は
、

⑴
人
種
分
離
が
州
憲
法
違
反
で
あ
る
こ
と
、
⑵
教
育
委
員
会
が
人
種
分
離
す
る
権
限
を
持
た
な
い
た
め
違
法
で
あ
る
こ
と
、
⑶
人
種
分
離

が
カ
ー
ス
ト
の
汚
名
を
負
わ
せ
る
こ
と
、
お
よ
び
⑷
ひ
と
つ
の
人
種
集
団
の
み
に
学
校
を
用
意
す
る
の
は
統
一
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
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の
平
等
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
、
一
八
四
五
年
の
州
制
定
法
が
可
能
に
し
た
入
学
お
よ
び
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
履
行
命
令

の
両
方
を
争
っ
た
。
州
最
高
裁
判
所
は
、
教
育
委
員
会
の
決
定
に
対
し
て
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
独
占
的
に
用
意
さ

れ
た
ふ
た
つ
の
学
校
が
彼
女
に
向
け
て
開
か
れ
て
お
り
、
子
ど
も
を
市
の
す
べ
て
の
公
立
学
校
か
ら
締
め
出
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
。

さ
ら
に
、
広
義
の
平
等
は
、
す
べ
て
の
個
々
人
の
保
証
を
法
的
に
保
障
す
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
判
示
し
た
。
こ
のR

o
b
er-

ts

事
件
は
、
以
後
一
〇
〇
年
以
上
続
く
分
離
す
れ
ど
も
平
等
な
公
立
学
校
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
全
般
的
に
支
持
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
後
の
判

例
法
の
基
礎
に

30
）

な
る
。

マ
ン
退
任
後
の
一
八
五
二
年
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
は
、
八
歳
か
ら
一
二
歳
ま
で
の
強
制
就
学
、
お
よ
び
就
学
期
間
一
二
週
と
い
っ

た
、
無
償
の
義
務
就
学
法
を
制
定

31
）

し
た
。
も
っ
と
も
、
一
六
四
二
年
の
植
民
地
法
に
お
い
て
義
務
教
育
の
内
容
に
さ
れ
て
い
た
職
業
技
術
の

習
得
、
宗
教
の
原
理
や
基
本
的
な
法
律
の
読
解
の
よ
う
な
文
言
は
無
く
、
制
度
自
体
が
未
熟
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
州
全
体
に
及
ぶ
実

施
と
ま
で
に
は
至
ら
な
か

32
）

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
政
教
分
離
原
則
を
採
用
し
た
公
教
育
制
度
は
、
一
八
五
五
年
に
学
校
用
資
金
の
宗
派
学

校
へ
の
使
用
を
禁
止
す
る
憲
法
修
正
条
項
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
を
う
け
て
実
施
に

33
）

至
っ
た
。

２

ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州

一
七
九
〇
年
、
州
憲
法
の
教
育
条
項
は
、
無
償
教
育
が
も
っ
ぱ
ら
貧
し
い
人
々
に
提
供
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
政
府
の
責
務
を
明
記
し
て

修
正
さ

34
）

れ
た
。
議
会
は
、
憲
法
上
の
義
務
を
果
た
す
た
め
に
貧
民
学
校
法
を
提
案
し
て
、
一
八
〇
二
年
に
法
案
を
通
過
さ

35
）

せ
た
。
同
法
は
、

州
立
の
学
校
の
設
立
を
否
定
し
な
け
れ
ば
、
政
府
が
教
育
資
金
の
乏
し
い
私
設
慈
善
学
校
へ
出
席
す
る
貧
し
い
子
ど
も
に
関
与
す
る
と
い

う
も
の
で
は
な
く
、
親
た
ち
に
学
校
の
出
席
条
件
と
し
て
貧
民
で
あ
る
こ
と
の
宣
言
を
求
め
て
い
た
が
ゆ
え
に
受
け
入
れ
が
た
く
、
違
憲

無
効
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て

36
）

い
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
協
会
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
ス
ク
ー
ル
の
創
立
と
慈
善
支
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援
を
お
こ
な
い
、
加
え
て
、
よ
り
効
果
的
な
州
の
若
者
教
育
の
広
範
な
改
革
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
く
主
張
し
た
。
さ
ら
に
、
同
協
会

は
、
貧
民
学
校
法
の
適
用
を
免
れ
る
手
段
と
し
て
地
域
自
身
の
手
に
よ
る
学
校
を
設
立

37
）

し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
こ
の
学
校
に
出
席
で
き
た

の
は
、
少
数
の
限
ら
れ
た
子
ど
も
で
あ
っ
た
。

無
償
の
公
立
学
校
の
設
置
は
、
一
八
二
四
年
に
議
会
が
、
公
立
学
校
体
制
を
許
可
す
る
た
め
に
、
学
校
参
加
選
択
の
法
を
制
定
し
た
こ

と
で
実
現
し
た
。
同
法
は
、
子
ど
も
の
無
償
就
学
を
三
年
間
保
障
す
る
も
の
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
八
二
六
年
に
廃
止
さ
れ
て

し
ま
い
、
代
わ
り
に
旧
貧
民
学
校
法
を
復
活
さ
せ
た
の
で

38
）

あ
る
。
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
協
会
は
、
無
償
の
公
立
学
校
設
置
の
立
法
活
動
に
積

極
的
で
、
公
立
学
校
の
普
及
を
促
進
し
て
き
た
努
力
が
実
を
結
び
、
一
八
三
四
年
に
無
償
学
校
法
（th

e free sch
o
o
l la

w

）
が
制
定
さ

39
）

れ
た
。
同
法
の
主
な
趣
旨
は
、
様
々
な
学
校
区
と
こ
れ
以
外
の
全
地
区
、
州
内
に
お
け
る
自
治
町
と
自
治
村
を
作
り
出
す
こ
と
、
お
よ
び
組

織
化
さ
れ
た
無
償
の
公
立
学
校
あ
る
い
は
旧
貧
民
学
校
法
の
下
で
学
校
教
育
を
継
続
す
る
選
択
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
で

40
）

あ
っ
た
。
学
校

区
選
択
制
度
を
決
定
し
た
年
に
は
、
新
法
を
承
認
す
る
た
め
の
投
票
制
度
が
、
九
八
七
区
中
五
〇
二
区
で
実
現
さ
れ
て

41
）

い
た
。
も
っ
と
も
、

北
部
の
学
校
区
は
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
諸
州
の
影
響
が
強
く
、
ま
た
、
西
部
の
学
校
区
は
、
新
し
い
制
度
の
た
め
の
投
票
制
度
と

い
う
傾
向
が
強
か
っ
た
。
州
の
東
・
中
央
部
に
お
け
る
有
力
な
ド
イ
ツ
系
の
郡
行
政
区
ら
は
、
新
し
い
法
が
、
①
英
語
学
校
を
認
め
、
②

認
め
ら
れ
た
教
区
学
校
の
公
立
学
校
化
の
恐
れ
が
あ
り
、
ま
た
③
こ
れ
ら
学
校
の
基
金
を
提
供
す
る
こ
と
を
命
じ
た
増
税
に
異
議
が
あ
る

と
い
う
理
由
に
よ
り
新
し
い
法
に
反
対
し
て

42
）

い
た
。
こ
れ
ら
の
集
団
は
、
無
償
学
校
法
を
廃
止
す
る
べ
く
激
し
く
争
っ
た
。
し
か
し
、
最
終

的
に
は
、
①
未
完
成
の
公
教
育
へ
の
支
配
力
、
②
無
償
の
公
立
学
校
を
設
置
す
る
選
択
を
す
る
こ
と
の
で
き
る
学
校
区
へ
の
州
基
金
援
助

の
明
文
化
、
③
地
方
税
に
対
す
る
権
限
、
お
よ
び
④
公
立
学
校
を
支
配
す
る
州
監
督
権
の
仕
組
み
な
ど
を
定
め
る
さ
ら
に
強
力
な
無
償
学

校
法
が
立
法
化
さ

43
）

れ
た
。
一
八
三
六
年
に
は
七
六
％
、
一
八
四
七
年
に
な
る
と
八
八
％
の
学
校
区
が
こ
の
法
に
従
っ
て

44
）

い
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
議
会
は
、
一
八
四
八
年
と
一
八
四
九
年
に
貧
し
く
て
も
無
償
で
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
で
学
校
を
設
置
す
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る
こ
と
を
定
め
た
州
全
体
の
無
償
の
公
教
育
制
度
に
関
す
る
法
律
を
制
定
し
た
。
一
八
五
一
年C

o
m
m
o
n
w
ea
lth v

.
H
a
rtm

a
n

事
件
判

決
に
お
い
て
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
最
高
裁
判
所
は
、
州
法
に
基
づ
き
選
出
さ
れ
た
六
人
の
学
校
設
立
責
任
者
が
同
法
を
違
憲
で
あ
る

と
し
て
学
校
を
設
立
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
憲
法
の
明
文
が
な
く
と
も
州
全
体
に
無
償
の
普
通
学
校
制
度
を
設
け
る
州
立
法
府
の

権
限
と
責
務
を
認
め
て
同
法
は
違
憲
で
は
な
い
旨
を
判
示

45
）

し
た
。

こ
の
判
決
か
ら
二
〇
年
以
上
経
過
し
て
ペ
ン
シ
ヴ
ァ
ニ
ア
州
の
政
府
は
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
憲
法
の
一
八
七
三
年
修
正
と
し
て
義

務
的
な
憲
法
責
任
の
あ
る
無
償
の
公
立
学
校
制
度
を
供
給
す
る
新
し
い
憲
法
条
項
を
規
定

46
）

し
た
。

３

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
は
、
教
育
条
項
の
設
定
に
つ
い
て
全
く
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
全
州
で
最
も
早
く
ト
マ
ス
・

ジ
ュ
フ
ァ
ー
ソ
ン
が
、
一
七
七
九
年
と
一
八
一
七
年
の
二
度
、
州
議
会
へ
学
校
制
度
に
関
す
る
立
法
案
を
提
出
し
て
い
た
の
で

47
）

あ
る
。
立
法

案
は
、
最
初
の
も
の
が
三
年
間
の
無
償
の
公
教
育
と
有
能
な
生
徒
に
限
り
無
償
の
中
等
教
育
を
提
供
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
議

会
の
支
持
を
得
ら
れ
ず
に
廃
案
と
な
り
、
二
度
目
も
同
様
の
も
の
を
提
出
し
た
の
だ
が
、
こ
れ
も
否
決
さ

48
）

れ
た
。
そ
れ
で
も
、
一
八
一
九
年

に
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
に
よ
っ
て
最
初
の
公
立
大
学
で
あ
る
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
立
大
学
が
設
置
さ
れ
、
一
八
五
一
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
最

初
の
無
償
公
教
育
制
度
が
誕
生
し
た
。

南
北
戦
争
の
際
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
は
、
奴
隷
制
度
に
基
づ
く
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
農
業
が
州
の
基
幹
産
業
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ア

メ
リ
カ
連
合
国
に
参
加
し
た
。
同
州
の
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
に
は
、
連
合
国
の
首
都
が
お
か
れ
、
こ
こ
は
激
戦
地
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
八

六
三
年
に
同
州
よ
り
現
ウ
ェ
ス
ト
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
が
、
奴
隷
制
度
に
対
す
る
考
え
方
を
転
換
し
分
離
し
た
の
で
あ
る
。
南
北
戦
争
終

結
後
は
、
連
邦
政
府
の
占
領
管
理
下
に
お
か
れ
一
八
七
〇
年
に
連
邦
に
復
帰
す
る
ま
で
に
公
教
育
規
定
を
盛
り
込
む
こ
と
が
採
択
さ
れ
、
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具
体
的
な
内
容
の
規
定
は
、
一
八
七
〇
年
改
正
に
よ
っ
て
設
け
ら

49
）

れ
た
。

第
四
項

ま
と
め

合
衆
国
憲
法
は
、連
邦
政
府
が
一
方
的
に
制
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、連
合
と
な
る
以
前
の
各
邦
の
憲
法
規
範
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
は
、
入
植
し
た
人
々
が
宗
派
や
出
身
地
に
基
づ
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
、
次
第
に
こ
れ
ら

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
大
き
く
な
り
植
民
地
政
府
に
権
力
を
集
中
さ
せ
、
そ
し
て
、
各
々
の
植
民
地
は
各
々
が
独
自
に
憲
法
を
制
定
す
る
ま

で
に
至
っ
た
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
ア
メ
リ
カ
は
、
各
植
民
地
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
に
向
け
て
大
陸
会
議
を
開
催
し
、
連
合
規

約
で
結
び
つ
き
、
結
び
つ
い
た
こ
と
で
多
様
な
植
民
地
の
法
が
重
な
り
合
っ
た
大
き
な
集
合
体
の
法
治
国
家
と
し
て
独
立
を
果
た
し
、
連

合
規
約
の
欠
陥
を
精
査
し
た
こ
と
に
よ
り
、
合
衆
国
憲
法
を
制
定
す
る
ま
で
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
最
高
法
規
の
憲
法

が
制
定
さ
れ
た
後
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
諸
法
が
制
定
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
く
、
植
民
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
諸
法
が
で
き
た
後
、
独
立
に

向
け
て
歩
み
出
し
た
植
民
地
が
憲
法
を
制
定
し
て
、
最
終
的
に
は
、
個
々
の
憲
法
を
有
す
る
主
権
国
家
の
〞
州
〝
同
士
が
結
び
つ
く
た
め

に
、
州
憲
法
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
が
ら
合
衆
国
憲
法
が
作
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
よ
る
憲
法
の
成

立
と
見
る
こ
と
が
で
き

50
）

よ
う
。

次
に
、
本
稿
が
注
目
す
る
教
育
の
機
会
均
等
に
関
連
す
る
公
教
育
制
度
の
枠
組
み
の
形
成
に
つ
い
て
で
あ
る
。
植
民
地
時
代
の
ア
メ
リ

カ
で
は
、
公
の
学
校
教
育
と
い
う
も
の
が
イ
ギ
リ
ス
国
王
の
勅
許
状
を
得
た
各
植
民
地
政
府
と
キ
リ
ス
ト
教
宗
派
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て

い
た
こ
と
、
あ
る
い
は
、
ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
の
事
案
に
よ
る
と
直
接
イ
ギ
リ
ス
国
王
の
勅
許
状
を
も
っ
て
設
置
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
こ

と
が
わ

51
）

か
る
。
す
な
わ
ち
、
普
通
教
育
機
関
と
高
等
教
育
機
関
の
設
置
に
関
す
る
こ
と
か
ら
、
植
民
地
に
公
的
な
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
は
、

イ
ギ
リ
ス
国
王
よ
り
統
治
の
勅
許
状
を
得
た
政
府
の
権
限
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
高
等
教
育
機
関
に
注
目
す
る
と
、
国
王
よ
り
学
校
設
置
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の
勅
許
状
を
得
た
教
育
機
関
は
、
植
民
地
政
府
と
同
等
の
権
限
を
割
譲
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
当
時
は
、
国
王

や
憲
法
と
い
っ
た
権
力
に
よ
り
正
当
な
形
で
権
限
を
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ
と
で
学
校
教
育
の
運
営
を
認
め
ら
れ
た
存
在
が
、
公
権
力
の
支
配

を
う
け
ず
に
教
育
の
機
会
均
等
を
実
現
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

み
っ
つ
め
に
、
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
四
条
の
制
定
以
前
に
、
州
が
無
償
の
公
教
育
制
度
を
実
現
し
て
い
た
こ
と
は
、
金
銭
面
に
お
い

て
教
育
の
機
会
均
等
を
実
現
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、﹇
州
民
で
あ
れ
ば
﹈誰
で
も
教
育
を
う
け
る
機
会
は
、
存

在
し
た
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
先
に
述
べ
た
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
母
語
は
基
本
原
理
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
基
本
的
権
利
で
あ
る
と
い
う
位
置
づ
け
が
で

き
る
と
解
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
州
の
公
教
育
も
、
そ
の
始
ま
り
は
、
良
い
州
民
で
あ
る
た
め
に
聖
書
の
読
解
力
が
必
要
で
あ
る
、
と
い

う
﹇
近
代
的
な
公
教
育
﹈
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
植
民
地
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
し
て
連
邦
に
加
盟
し
て
州
に
変
わ
り
、
資
金
援
助

に
対
す
る
合
衆
国
憲
法
上
の
政
教
分
離
を
実
現
し
た
こ
と
で
、
宗
教
と
は
関
係
の
無
い
﹇
現
代
的
な
公
教
育
﹈
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
く
。
教
育
の
機
会
均
等
の
観
点
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
公
教
育
の
基
本
枠
組
み
が
何
か
と
い
う
こ
と
を
定
義
す
る
な
ら
ば
、
州
民
だ
れ
し

も
が
善
き
州
民
と
さ
れ
る
た
め
に
、
英
語
に
よ
る
文
書
の
読
解
力
を
し
っ
か
り
と
獲
得
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
る
こ
と
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
英
語
に
よ
り
書
か
れ
た
連
邦
法
お
よ
び
州
法
を
正
し
く
読
解
で
き
る
こ
と
が
連
邦
市
民
の
条
件
で
あ
り
、
公

教
育
は
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
な
ら
ば
州
民
だ
れ
し
も
が
う
け
る
権
利
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
が
画
一
的
な
も
の
を
提
供
し
て
い
く
た

め
の
根
拠
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
は
、
南
北
戦
争
が
終
結
し
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
四
条
が
制
定
さ
れ
る
以
前
の
時
代
に
お
い
て
、
後
の

時
代
の
ア
メ
リ
カ
の
公
教
育
制
度
の
法
律
化
を
リ
ー
ド
す
る
程
の
基
盤
を
形
成
し
て
い
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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１
）

茶
会
事
件
の
あ
と
に
制
定
さ
れ
た
、
ボ
ス
ト
ン
港
法
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
統
治
法
、
裁
判
所
法
、
宿
舎
法
、
ケ
ベ
ッ
ク
法
な
ど
の
諸
法
を
集
め
て
こ
の

よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
る
。

２
）

一
七
七
四
年
九
月
五
日
か
ら
一
〇
月
二
六
日
ま
で
開
催
。
議
長
は
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ド
ル
ト
ン
（H

en
ry M

id
d
leto

n

）。

３
）

一
七
七
九
年
に
ト
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ン
ソ
ン
は
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
議
会
で
公
教
育
に
関
す
る
規
定
を
提
案
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
節
第
三
項
３
に

お
い
て
も
う
一
度
述
べ
る

４
）

憲
法
制
定
前
後
は
、
ど
ち
ら
と
もT

h
e U

n
ited S

ta
tes o

f A
m
erica

で
あ
る
が
、
合
衆
国
憲
法
に
「
合
衆
国
（
合
州
国
）」
と
「
連
邦
」
が
明
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
便
宜
上
の
区
別
の
た
め
に
「
ア
メ
リ
カ
連
合
」
と
し
て
お
き
た
い
。

５
）

後
の
時
代
を
み
て
も
、
ア
メ
リ
カ
の
景
気
は
、
軍
需
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
産
業
は
、
道
具
の
発
明
、
お
よ
び
ア
メ
リ

カ
国
民
の
生
活
に
直
結
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

６
）

一
七
八
五
年
の
土
地
条
令
（A

n O
rd
in
a
n
ce fo

r A
scerta

in
in
g th

e M
o
d
e o

f D
isp
o
se o

f L
a
n
d
s in th

e W
estern T

errito
ry

）
は
、
北
西
部

領
地
の
土
地
処
分
の
方
法
を
定
め
て
お
り
、「
公
立
学
校
維
持
の
た
め
に
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
ご
と
に
第
一
六
号
区
が
留
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
い
う
文

言
を
含
む
。

７
）

一
七
八
七
年
北
西
部
領
地
条
令
（A

n O
rd
in
a
n
ce fo

r th
e G

o
v
ern

m
en
t o
f th

e T
errito

ry o
f th

e U
n
ited S

ta
tes N

o
rth
w
est o

f th
e R

iv
er

 
O
h
io

）
は
、
こ
の
地
方
の
統
治
機
構
に
関
す
る
規
定
で
あ
り
、
連
合
加
盟
の
際
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
13
と
同
等
の
資
格
に
よ
る
加
盟
条
件
と
し
て
、
よ
き
政
治
と

人
類
の
幸
福
の
た
め
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
学
校
お
よ
び
教
育
施
設
が
振
興
さ
れ
る
よ
う
に
義
務
付
け
て
い
る
。

８
）

一
七
八
七
年
の
西
部
領
地
の
売
却
契
約
に
関
す
る
条
例
（A

n O
rd
in
a
n
ce o

f 1787,
fo
r C
o
n
tra
ct o

f th
e L

a
n
d in th

e W
estern T

errito
ry

）
は
、

同
年
に
行
わ
れ
た
、
オ
ハ
イ
オ
会
社
に
対
す
る
国
有
地
払
い
下
げ
の
条
件
の
取
り
決
め
で
あ
る
。

９
）

上
原
貞
雄
『
ア
メ
リ
カ
教
育
行
政
の
研
究
｜

そ
の
中
央
集
権
化
の
傾
向
｜

』（
東
海
大
学
出
版
会

一
九
七
一
年
）
二
二
頁
参
照
。

10
）

上
原
・
前
掲
書
一
四
｜
四
九
頁
参
照
。

11
）

憲
法
制
定
会
議
と
い
う
呼
称
は
、
後
世
に
つ
け
ら
れ
た
会
議
の
名
称
で
あ
る
。

12
）

Ja
m
es M

a
d
iso
n
,
1751

1863.

第
四
代
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
。
就
任
期
間
は
一
八
〇
九
年
か
ら
一
八
一
七
年
ま
で
。

13
）

理
由
は
、
会
議
出
席
の
代
表
者
の
地
位
に
基
づ
く
一
般
人
教
育
へ
の
無
関
心
に
あ
る
。
上
原
・
前
掲
書
五
頁
、
お
よ
び
上
原
貞
夫
『
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
州

憲
法
の
教
育
規
定
』（
風
間
書
房

一
九
八
一
年
）
四
頁
に
お
い
て
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

14
）

A
lex

a
n
d
er H

a
m
ilto

n
,
1757

1804.

一
七
八
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
ザ
・
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ト
（T

h
e F

ed
era

list P
a
p
ers

）』
の
著
者
。
憲
法
思
想
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家
、
哲
学
者
。
今
日
の
司
法
に
よ
る
違
憲
立
法
審
査
権
の
制
度
理
論
を
作
っ
た
。
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
、
一
八
〇
四
年
七
月
一
一
日
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
ア
ー
ロ
ン
・

バ
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
（A

a
ro
n B

u
rr,

Jr.,
1756

1836

）
に
対
す
る
一
連
の
信
用
失
墜
の
た
め
の
工
作
行
為
が
原
因
と
み
ら
れ
る
決
闘
で
命
を
落
と
し
た
。

15
）

阿
部
竹
松
『
ア
メ
リ
カ
憲
法
』（
成
文
堂

二
〇
〇
八
年
）
四
四
一
｜
四
二
頁
参
照
。

16
）

当
時
、
批
准
さ
れ
な
か
っ
た
二
か
条
と
は
、
①
各
州
の
下
院
議
員
の
定
数
配
分
に
関
す
る
も
の
、
②
連
邦
議
会
議
員
の
報
酬
に
関
す
る
法
律
の
発
行
規
定

で
あ
る
。
②
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
二
年
五
月
七
日
に
連
邦
憲
法
修
正
第
二
七
条
と
し
て
成
立
し
た
。

17
）

田
中
英
夫
『
英
米
法
総
論

上
』（
東
京
大
学
出
版

一
九
八
〇
年
）
二
二
二
頁
参
照
。

18
）

17 U
.S
.
316

(1819).

19
）

佐
藤
全
『
ア
メ
リ
カ
教
育
課
程
関
係
判
決
例
の
研
究
』（
風
間
書
房

一
九
八
四
年
）
四
八
頁
参
照
。
こ
れ
は
、「
最
高
法
規
条
項
と
専
占
法
理
」
の
問
題

で
あ
る
。
本
研
究
の
関
連
事
項
で
あ
る
が
、
紙
面
の
都
合
上
こ
こ
で
は
扱
わ
な
い
。
本
研
究
は
、
主
に
樋
口
範
雄『
ア
メ
リ
カ
憲
法
』（
弘
文
社

二
〇
一
一

年
）
一
七
〇
｜
九
二
頁
、
お
よ
び
松
井
茂
記
『
ア
メ
リ
カ
憲
法
入
門

第
七
版
』（
有
斐
閣

二
〇
一
二
年
）
七
四
｜
七
七
頁
を
参
照
に
し
て
い
る
。

20
）

最
高
裁
判
所
判
事
レ
ン
キ
ス
ト
の
言
葉
に
あ
る
よ
う
に
、
一
九
九
五
年
以
降
の
ア
メ
リ
カ
は
、
単
一
政
府
に
類
似
す
る
「
中
央
集
権
連
邦
制
」
へ
と
統
治

制
度
を
変
化
さ
せ
て
き
た
と
い
う
（
阿
部
・
前
掲
書
一
二
二
頁
参
照
）。
し
か
し
な
が
ら
、
公
教
育
制
度
は
、
連
邦
憲
法
が
今
日
に
至
っ
て
も
教
育
の
単
語
を

含
む
明
文
規
定
を
有
さ
ず
、
連
邦
憲
法
修
正
第
一
〇
条
を
根
拠
に
州
の
権
限
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
一
般
的
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
（
千
葉
卓
『
教
育
を
う

け
る
権
利

ア
メ
リ
カ
・
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
法
的
検
討
』（
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会

一
九
九
〇
年
）
一
七
頁
参
照
）。
そ
の
た
め
、
ア
メ
リ
カ
の
公
教

育
は
、
連
邦
教
育
省
が
設
置
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
州
ご
と
に
独
自
の
性
格
を
有
す
る
州
教
育
委
員
会
を
頂
点
に
、
地
方
学
校
区
の
教
育
委
員
会

が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
を
直
接
管
理
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
方
で
、
州
政
府
と
地
方
自
治
体
の
普
通
教
育
課
程
に
関
す
る
地
方
自
治
権
を
広
く
認
め
て
、
他

方
で
、
連
邦
政
府
は
財
源
に
関
す
る
事
項
に
限
定
し
た
権
限
を
有
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
し
た
が
い
筆
者
は
、
公
教
育
制
度
の

発
達
に
伴
い
、
連
邦
が
教
育
の
機
会
均
等
に
限
り
中
央
集
権
化
の
傾
向
を
強
め
て
い
る
と
み
て
い
る
。

21
）

千
葉
・
前
掲
書
一
八
頁
参
照
。

22
）

17 U
.S
.
518

(1819).

23
）

ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
は
、
一
七
六
九
年
に
組
合
教
会（C

o
n
g
reg

a
tio
n
a
l C
h
o
u
rch

.

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
派
教
会
の
一
会
派
。
一
六
二
〇
年
にP

ly
m
o
u
th

植
民

地
に
お
い
て
結
成
さ
れ
、
各
教
会
は
自
治
制
を
と
る
。）
が
、
イ
ギ
リ
ス
国
王
の
設
立
認
許
状
を
得
る
こ
と
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
・
ハ
ン
プ
シ
ャ
州
の

私
立
大
学
で
あ
る
。

24
）

州
と
大
学
の
関
係
は
、
同
等
の
権
限
を
有
す
る
独
立
機
関
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
、
学
問
の
自
由
に
自
治
が
含
ま
れ
る
と
い
う
根
拠
と
解
釈
を
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導
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
加
え
て
、
伝
統
的
な
学
問
の
自
由
が
尊
重
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
公
教
育
を
理
由
に
用
い
た
と
し
て
も
、
教

育
権
限
が
州
の
専
権
事
項
で
あ
る
に
す
ぎ
な
く
独
占
す
る
権
限
で
な
い
こ
と
、
お
よ
び
州
が
公
教
育
実
施
の
た
め
に
私
権
を
制
限
す
る
権
限
に
限
界
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
今
後
の
研
究
課
題
と
す
る
。

25
）

D
en
ise A

.
H
a
rtm

a
n
,
“C
O
N
S
T
IT
U
T
IO
N
A
L
 
R
E
S
P
O
N
S
IB
IL
IT
Y
 
T
O
 
P
R
O
V
ID
E
 
A
 
S
Y
S
T
E
M
 
O
F
 
F
R
E
E
 
P
U
B
L
IC
 
S
C
H
O
O
L
S
:

H
O
W
 
R
E
L
E
V
A
N
T
 
IS
 
T
H
E
 
S
T
A
T
E
S
’E
X
P
E
R
IE
N
C
E
 
T
O
 
S
H
A
P
IN
G
 
G
O
V
E
R
N
M
E
N
T
A
L
 
O
B
R
IG
A
T
IO
N
S
 
IN
 
E
M
E
R
G
IN
G

 
D
E
M
O
C
R
A
C
IE
S
?
”,
33 S

y
ra
cu
se J.

In
t’l L

.
&
C
o
m
.
95
(2005),

a
t 104.

26
）

G
en
era

l L
a
w
s o
f M

a
ssa

ch
u
setts o

f 1789,
ch
a
p
ter 19.

27
）

H
o
ra
ce M

a
n
n
,1796

1859.

マ
ン
の
業
績
は
、
①
コ
モ
ン
ス
ク
ー
ル
制
度
の
確
立
、
②
教
育
と
は
鞭
打
つ
こ
と
で
な
く
学
習
で
あ
る
、
と
定
義
さ
れ
た

こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
マ
ン
は
、
公
教
育
に
は
あ
る
程
度
の
政
教
分
離
が
必
要
と
考
え
主
張
し
て
い
た
。
ま
た
、
彼
は
、
奴
隷
制
度
廃
止
論
者
と
み
ら
れ
て

い
る
。

28
）

千
葉
・
前
掲
書
二
〇
｜
二
一
頁
参
照
。

29
）

59 M
a
ss.

(5 C
u
sh
.)
198

(1849).

30
）

ゆ
え
に
、
一
八
四
九
年
か
ら
一
八
六
八
年
の
間
の
同
種
の
事
件
は
、
州
法
お
よ
び
①
学
校
の
へ
出
席
の
要
求
、
②
平
等
保
護
の
義
務
付
け
、
あ
る
い
は
③

差
別
の
禁
止
な
ど
が
論
じ
ら
れ
た
。

31
）

T
h
e M

a
ssa

ch
u
setts A

cts 1852,
C
h
a
p
ter 240,

“A
n
 
A
ct C

o
n
cern

in
g
 
th
e A

tten
d
a
n
ce o

f C
h
ild
ren

 
a
t S

ch
o
o
l”.

も
っ
と
も
、
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
に
は
一
八
二
七
年
に
無
償
の
学
校
が
存
在
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
無
償
学
校
に
関
す
る
規
定
を
最
初
に
設
け
た
州
憲
法
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア

ナ
州
で
あ
る
。

32
）

兼
子
仁
『
教
育
法
（
新
版
）』（
有
斐
閣

一
九
七
八
年
）
九
四
頁
参
照
。

33
）

C
o
n
stitu

tio
n
 
o
f th

e C
o
m
m
o
n
w
ea
lth
 
M
a
ssa

ch
u
setts,

A
rticles o

f A
m
en
d
m
en
t A

rticle X
V
III.

同
修
正
条
項
は
、A

rticle X
L
V
I

、

X
C
V
I

、
お
よ
びC

III

が
追
加
さ
れ
た
こ
と
で
廃
止
さ
れ
た
。

34
）

C
o
n
stitu

tio
n o

f P
en
n
sy
lv
a
n
ia o

f 1790,
A
rticle V

II,
sectio

n 1.
議
会
が
す
る
べ
き
こ
と
は
、
州
全
域
の
貧
し
い
人
々
全
て
に
無
償
教
育
が
施
さ

れ
る
よ
う
、
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
法
律
に
基
づ
き
学
校
を
設
立
し
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

35
）

上
原
・
前
掲
書
一
八
頁
参
照
。
一
八
〇
二
年
法
は
、
救
貧
法
に
基
づ
き
民
生
委
員
が
低
所
得
の
親
た
ち
に
通
知
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
た
。
同
法
は
、

仮
に
親
が
貧
困
者
で
あ
る
こ
と
を
断
言
し
た
な
ら
ば
、そ
の
子
ど
も
は
私
学
も
し
く
は
就
学
費
無
償
の
学
校
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
進
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
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と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
同
法
改
正
案
は
、
一
八
〇
四
年
、
一
八
〇
九
年
に
も
通
過
し
て
い
る
。

36
）

H
a
rtm

a
n
,
su
p
ra n

o
te 25,

a
t 108

9.

37
）

Ib
id
.
a
t 109.

38
）

Ib
id
.
a
t 109.

39
）

Ib
id
.
a
t 109.

40
）

Ib
id
.
a
t 109.

41
）

Ib
id
.
a
t 109.

42
）

E
llw

o
o
d P

.
C
u
b
b
erley

,
P
u
blic E

d
u
cation

 
in
 
th
e U

n
ited

 
S
tates

(B
o
sto
n
,
N
.Y
.:
H
o
u
g
h
to
n M

ifflin co
m
p
a
n
y
,
1919),

a
t 143

44.

43
）

H
a
rtm

a
n
,
su
p
ra n

o
te 25,

a
t 109

10.

44
）

C
u
b
b
erley

,
su
p
ra n

o
te 42,

a
t 145.

45
）

17 P
a
.
118

(1851).

46
）

C
o
n
stitu

tio
n o

f P
en
n
sy
lv
a
n
ia o

f 1873,
A
rticle III,

sectio
n 14

16.

新
し
い
条
文
は
、
立
法
府
が
州
の
要
求
を
満
た
す
完
全
か
つ
十
分
な
公
教

育
制
度
の
維
持
お
よ
び
支
援
を
規
定
す
る
も
の
と
す
る
、
と
い
う
も
の
で
当
時
の
他
州
で
制
定
さ
れ
た
教
育
条
項
と
似
た
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

47
）

千
葉
・
前
掲
書
一
九
頁
参
照
。

48
）

千
葉
・
前
掲
書
一
九
頁
参
照
。

49
）

C
o
n
stitu

tio
n o

f V
irg
in
ia 
o
f 1870,

A
rticl V

III.
予
算
と
出
席
を
義
務
付
け
る
州
教
育
制
度
を
確
立
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州

は
、
人
種
差
別
の
根
付
い
た
地
域
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
八
八
三
年
以
降
に
政
権
を
握
っ
た
民
主
党
保
守
派
が
、
一
九
〇
二
年
に
憲
法
を
改
正
し
て
学
校
人

種
分
離
を
規
定
し
た
。
後
のB

ro
w
n I

・II

事
件
判
決
（B

ro
w
n v

.
B
o
a
rd o

f E
d
u
ca
tio
n I,

347 U
.S
.
483

(1954);
B
ro
w
n v

.
B
o
a
rd o

f E
d
u
ca
tio
n

 
II,

349 U
.S
.
294

(1 955).

）
を
経
て
も
な
お
、
人
種
分
離
廃
止
規
定
は
、
一
九
七
一
年
の
州
憲
法
改
正
ま
で
実
現
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

50
）

筆
者
は
、
次
章
で
検
討
す
る
ア
メ
リ
カ
の
公
民
権
法
と
修
正
第
一
四
条
の
制
定
過
程
に
は
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
よ
る
成
立
お
よ
び
連
邦
憲
法
の
性
格
と
い

う
も
の
が
表
れ
て
い
る
と
み
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
近
代
以
降
の
憲
法
は
、
多
く
の
先
行
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
き
た
と
お
り
、
厳
密
な
意
味
の
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
に
よ
る
成
立
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
。

51
）

植
民
地
時
代
に
国
王
の
勅
許
状
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
高
等
教
育
機
関
は
、
州
権
力
に
匹
敵
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
と
ら
え
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
筆
者
は
、
学
問
の
自
由
の
領
域
か
ら
今
後
十
分
に
検
討
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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